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序

近時造林が業の進展と共にー苗网並に植栽地の面祉翅大せられ,これに伴 

ひ幾多蟲’客の發生を見,史に新しき吿蟲の發生をも見るに至れり。從てこ 

れが被吿防除は刻下森林資源増艱のため忽せにすべからざるは架說を要せ 

さる處なり。

當以に於ては泌に林學博士松下眞幸を駐託して,これら探林害蟲の生態, 

防除法等に關し調査せしめつつおりしカ»玆にその一っとして本稲の捉出 

を見るに至れり。

元より本普は北海道に於ける御料林耶業に從小する職員弓歩考に黄する 

を目的とせるものなるを以て,本道に於ける主なる森林害蟲と共の防除法 

を記述するに止め,實用上の便益を考慮して,吿蟲類を加害樹働こより類 

別し,多數の原圖を加へて,檢索に便ならしむるにつとめる等,從來の此 

の種［印刷物と共の趣を變にせり。

因て一般害蟲の防除に資することあるべきを思ひ,玆に印刷に附するこ 

ととせり。

昭和十八年一月・

帝室林野局北海道林業試驗場長

林學博士 原 田 泰



例 言

此の小册子•は森林保護小業實行上の渉考に資せんがため編纂せるも’ので,' 

北海道に於ける主要林木の主要吿蟲類とその防除法に就いて說明・した。

本書の目的上總鈴に於ては特に應用上須要なるが項のみセ記し,又防除 

法に的いては總論に於て比校的詳述し,各喘に於ては诵約に紀したものが 

少なくない。之等は總瞄に於て充分會得せられむことを希望する。

各論に於ては實用上の便益をあ・慮し,害蟲類を加害樹稀により類別して 

記述した。雜食性の折蟲では數睡或はそれ以上の樹木に加吿するものも稀 

ではないが,それ等は北海道に於ける加吿啪拒K中,被舍關係の最も深きも 

のに,孫屬せしめ,他は之を參照することゝし,種名のみを揭げて記載の术 

扱を避けた。

林學博士 松 下 眞 幸
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總 論

第I章森林害蟲と其の類別

義林を撷とは動物學上,節足動物中の昆蟲簡に蜀し,茶林又は林衣物に宣接 

//, 土間接に有害な關係を有するも.のである。玆に云ふ孫林とは廣義に解したも 

のでぷ林造成の袖助地なる苗冊の如きも亦この中に包括せられる〇

に注・世すべきは害蟲と益蟲•つ別である。或る秋の昆織では時と応•により志 

三見做され乂益蟲として取扱はれることがある。例へば林內に棲息する蟻は 

他二’,終踽1を职除して志林に布益な關係を彳j・するものであるが,時には樹幹內 

,二苛巢して之を佑し,苗床の稚苗を損じ或はイ冶なるアブラムシ類を保護して 

有吿なことがある。この場合,森林に及ぼす吿益の荣を比較し,その虽の多少 

により密蟲と見做し或は益蟲として取扱はねばならぬ。

上述の如く麻林害蟲とは本來右害昆蟲類を稱するのであるが,便宜上ダニの 

如ぎ昆蟲近似の有密下等動物に就いても紀すのを常とする。

缶曲を好i別する最も學術的な方法は系統學上の分類法に率據することでお 

ろ。その他加吿樹種•加害狀能或は害蟲の君性にょ.って類別することがある。 

系統学的分刎の段階は目・科・厨・種で,穂をもって最初の單位とする。しか 

し玆では日•科・屬の總てに就いて述べることは出來ないので,最上位の目の 

みに就いて說明する。

昆品の分類法は學者えより多少異なり目の數も初eである。近來は目の數が 

■;祈次増加する傾向にあるが,森林害鬱に關係ある諸目には變化がない。我が國 

にh：：rる昆蟲類は23目に分類されるが,その中主耍森林害蟲の屈するのは次の 

7目である。
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(1) 双翅目翅は2個の前翅を冇するのみで後翅は提峰狀に退化して 

ゐる。口は刺安又は舐嘗に適する吸收口である。この類にはタマバヘやガガン 

ポ類の如く森林に有害なものもあるが,寄生蛆新の如く他の吿挹I類に令:生して 

之を斃す有益なものが少なくない。

(2) 膜翅目1對の膜質の翅を有-し,口はm柵口であ歹。この目は組 

翅目に次いで多數の析類を有するが,大部は害思に寄生して之を斃す•寄生f混! 

や蜜蜂の如き益錯iで,害蹈はキバチ科やハバチ科のもの及びアリ科の一部のも 

のである。

(3) 鞘 翅 目 险の外面及び前翅は甚だ硬くキチン化し,普通甲蟲と稀 

せられる。後翅は炒,口は咀嚼口である。此の目に屬する極頌は甚だ多くク 

ワクコウムシやオサムシ類の如く冇益なものもあるが,大都は有害な和由［で 

ある。

(4) 鱗 翅 目 竺•毛で被扱せられる2對の翅を有し,口は螺旋狀の吸收 

口である。幼蟲は總て植物質を攝取し,多數の森林害蟲を有してゐる。

(5) 半翅目又は有吻目 刺笙に適する吸收口を有し,翅を全然缺くもの, 

前・後の翅の同班のもの及び前後の題の異質・.のものがある。この目にはアブラム 

シ・カヒガラムシ・キジラミ類等の有害なものがあり,又サシガメ類の如く奔 

翅類の幼蟲を捕食して有益なものもある。

(8)等 翅 目 社會的生活を密み王(雄)及び女王(雌)は冇翅で,他 

に無翅の職蟻と時には兵蟻をも有する。口器は咀嚙ロ,2對の膜質の翅を有す 

る。これにはシロアリ類の如く大群をなして建築物內に棲み大害を與へるもの 

がある。直接森林に加害することは少ないが木材の利用上有害である〇

(7)書 翅 目 翅は2對,前翅は少しく硬化し靜止の時後翅を徵ふ。•後 

翅は膜質で廣く多數の翅脈を有する。口部は匝聃ロである。林業上冇害なのは 

ケラ及びバッタ類の2,3の種類である。

5

以上は系統・學的分類であるが,加令部に從つて次の如く分つことが出來る。

ケラ・ガガンボ对!〇1.根部套吿蟲 コガヤ、ムシ・

カミキリムシ・ザウムシ・タマムシ・カヒガ2.幹部食吿蟲 キクヒムシ・

ラムシ類。

カミキリムシ.ザウムシ・アブラムシ.カヒ3.枝部食害蟲 キクヒムシ・

ガラムシ類。

イモムシ等多くの筑翅類の幼蟲.•ハムシ.ザ4.花・莱部食吿蟲 ケムシ.

5.樹代食密蟲 メイガ.シギザッムシ類。

に於ける吿蟲つ稲如を一目瞭然たらしめ得て便利である。

久害猫©加吿部に生活箇所や口器の岡造を加味して次の如く分つことが出來 

る。

1.外部食密蟲
ィ咀瞬口蟲

ムシ類等。

カヒガラムシ類。アブラムシ.口 吸收口蟲

2.內部食害蟲
ザウムシ.カミキリムシ類。ィ皮部食害蟲 キクヒムシ・

カミキリムシ.ヒラタキクヒムシ.タマム口材部食害蟲 キクヒムシ.

この分類法により害蟲を分ち置く時は防除法を考察する上に頗る便利で

6.乾材•食害猫 シロアリ.ヒラタキクヒムシ・ナガシンクヒムシ類。

この分 注,戒る樹祯に容生する多くの害蟲を說明•「る蜀合,樹醴の各部位 

シ.キバチ.シロアリ類等。

ハムシ・コガネムシ・ザウムシ・ハバチ.ケムシ.イモ

3.地中食密蟲 コガネムシ.ガガンボ.ケラ類。

ウムシ・ハバヂ類。

める〇
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第II章經過•習性

經 過 害蟲の経過・習性を精充することは,防除法を確立する上に你めて, 

页要なことである。昆蟲の經過とは或る昆蟲の生活の棋史で生活史或は生活環 

とも稱せられ,幼蟲・蛹.成蟲•卵の出現時期と各態の1引間を示すものである。 

而して卵から幼蟲•蛹の時期を経過し成蟲となる迄の期間を世代又は化生と耗 

する。 •

,昆蟲の經過の長短近速は種類によって異なり,又同一種:であっても,環境特 

に氣候的因子により可成の變化を現すものである。例へばマッノミドリハバチ 

は我が國本土では2囘發生であるが臺沔では3囘發生を行ふ。又アブラムシ可! 

は多雨多濕の時より旱天の績く際に速かに世代を如:ねる。

世代の囘數は成蟲の發生囘數で算定し,普通之を「X年に乂囘の發生」と云 

ふ樣に表現してゐる。而して第1囘の世代と第2囘の世代との阮別は越年した 

蟲態の次の態が現はれた時を以って北める。之を表示すれば次の如くである。

ヽキ 代

慰
數

第 I 囘 第![ 囘

卵 幼思_緬一成幽一卵 幼盗Tin一成蟲ー卵

幼 a 如一成織一那ー幼班 illfi—成恩一卵ー幼瑯

緬 成患一卵一幼揪一n 成蟲一卵ー幼甜1一Ml
成 蟲 卵一幼蟲Tun一成伍 卵ー幼aii―姉一成思

習 性 昆蟲の習性とは昆蟲の動作.棲息狀態. 食性・攝食方法.產卵方

注・越冬方法等の總稱である。害蟲の習’性を闹明することにより,防除上せっ 

害蟲の弱點を知り得,有効適切な防除法を案出し得ることが少くない。

ィ 昆蟲の動作 昆蟲の動作は通常,趨性・本能.知能の3つに就いて％究 

される。

怨性とは生物が光線・溫度・濕度・化學的物質・風.振動等の環境因子の刺I 

Eこ反應して運動の方向を左右されることを云ふのである。趙性には桜光性・ 

j»化性•趨滴性・趙熱性•趨水性•趙地性•趨風性•趨振性の9秋がある。趙 

性:つ硏究は】弓蟲防除の兑地から預要で,燈火誘殺法には樹光性を,食岡誘毅法 

二は糊化性,超音波を利用するには趙振性の研究を必要とする。

本旅とは動物が先天的の徴制によって外囹の愛化に癒じて表はす心身の反懋 

て・,同际にRjrる絶ての個傅に共通するのが常である。昆蟲の動作の大部は本 

仁:でよるものであるが,それは遊だ藻雜且つ合理的で知能的に見えるものも少 

<ない。

口 棲息狀態 昆蟲類は種類により又蟲態によって棲•ほ狀態を異にする。 

例へばブランコケムシは幼餘の用]樹上に詳棲し,ウメケムシは枝に巣セ造って 

中に棲む。コガネムシは幼蟲時代地中に棲み,カミキリムシやキクヒムシは幼

卜代樹內で生育する。又同一阳類の昆蟲は環境因子に應じて検息”所と淒 

想•密度が規定せられてゐる。故に或る缶蟲の棲.。、に大な關係を右する因子セ 

探求することが出來れば,その因子を人爲的に改變することにより宙蟲防除の 

目的を達することが出I來る。

八 食性と攝食法 昆蟲には只1秋の食供を攝るものと1種以上の食衅を攝 

るものがある。前者を單食性と云び,後者を雜食性と稱する。又昆蟲の秋類に 

.：：I?夫セ攝食方法,換言すれば加害狀態を異にする〇故に各秘の挎蟲に就いて 

加吿狀態を精花して洗けば蟲問を認めなく共,加害狀態を檢することにより略 

な發生拆蟲の極類を推知し得る〇又加害の部位も極類により略々一定してゐる 

ことは旣述の通りである。

二 産卵方法及び産卵箇所 產卵方法とその箇所も昆蟲の誣類によって一様 

でない。例へば植物體の外部に產卵するもの,キクヒムシの如く樹隅內に毎入 

して產卵するもの,コガ予ムシの如く土壌中折產卵するものもある。又マヒマ 

匕ガやオビカレハの如く多數の卵子を塊狀に痔附するものと散點的に產卵する
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ものとがある。各’客蟲の座卵習性を精充することにょり冇効適切な防除法を講 

じ彳孕ることが少くない。

ホ 蛹化の方法及び蛹化箇所 蛹化の方法とその箇所も佑蟲の翹類により夫 

々異なってゐる。繭を營むもの或は葉を綴り合せて,中に蛹化するものがあ 

り,樹閥內で蛹化するものではカミキリムシの如く木斤｝で周圍を固めてゐるも 

のもある。蛹化の箇所に就いても土中に潜入するもの,樹枝上に存するもの, 

樹皮の裂間に入るもの等多樣である。之れ等蛹化の方法と箇所を知ることも亦 

防除上必要なことは云ふまでもない。

へ 越冬狀態 昆破は卵子・幼蟲・成蟲・蛹の各秘の態樣で越冬するが, 

種類により越冬の態樣は略々一定してゐる。•越冬の方法や越冬箇所は秘類によ 

り異なり,土中に潜入するもの,樹皮の裂間に潜むもの,樹體內に存するもの 

或は倒木や落葉.下草等の地被物間に潜伏するもの等がある。而して之れ等の 

性竄を明かにすることにより,潜伏所誘殺法やその他右効な防除法を案出し得 

ることが多いものである。

第III章防 除 法

防除法とは害蟲の被害を未然に防止し,又旣に發生した被害の原因を除き代 

は芟延を防止するために採る秘々なる方法手段をいふのである。防除法は頻防 

法と驅除法とに明かに區別して述べられることもある。 •.

防除實行上の注慧 大面仙の森林に吿蟲の被害变延する時,之が防除を實行 

することは極めて因難である。而かも被吿後の更生は般作物に於けるが如く1 
年の後を期待することは出來ぬ。一度失はれた森林は早きもナ數年,川村林に 

於ては少く共數十年の歲月を必耍とする。故に林業家は常に注意して被害を早 

期に發見して最小限度に終日、させ,又育林.經理・利用上に防除の手段を加"ゝ 

し,被害の7象防方法を講ずることは極めて緊耍なことである。
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次に注:莅すべきは防除法セ施行するに要する費用の點である。如何に冇效な 

方法とは云へ,その支出が除宙に依って生ずる將乘の利益額を超過するが如き 

泻合には之が實行は浅控へねばならぬ。故に防除に際しては害蟲の秣類と生 

二.被吿り狀況等を被慮し,筒易で經費を要すること少なく,而かも有效な方 

法を選ぶ必要がおる。殺蟲劑の撒布の如きは苗I同或は小面積の幼林には適用し 

彳0るが,--股林に對しては尤大な費用を要し實行し得ない与合が多い。

次に注意すべきは防除の適期である。害蟲には夫々防除に適する時期があっ 

て,この時期を失しては充分效果を舉げ得ないことが多い。故に害蟲の經過セ 

凹かにして防除實彳'亍の適期を知り,又御性を詳かにし,害蟲の弱點を摑んで適 

切な防除法を施行することが肝耍である。

防涂法は色々に類別されるが,站には大別して林業的防除法•物理的防除 

法・化學的防除法.•生物的防除法の4つに分って述べる。

广 第1節.’林業的防除法

林、飛的防除法は主として森林経理・力ー林.森林利用及び監護上の處taによつ 

て密蜀の大絮如佐抑制し,或は大發生を漁察し又被害を早期に發見せんとする 

ものである。

(1)經理上の處母

大面仙の同齡單純林は大害を惹起する危險が甚だ多い故,伐採列甌は出來る 

丈小面甘(に設定し,異齡林分を交錯させる必要がある。又輪伐期は餘り;こ長大 

に失せざる樣に定むる必耍がある。欝囲の破開した過熟林分にはキクヒムシ. 

カミキリムシ.ザウムシの如き害蟲類の増殖を見ることが多いものである。

¢2)育林上の處置

イ 樹桢と立地の選擇改良 育林に際し良く 土壊の理化邸的性質を精在し,

らの地方の氣候.土質に適する樹種を選んで强健な林木を育成することは蟲害
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豫防上からも垣耍なことである。又害恩の繫殖は土壌の理化學的性貿に從ひ消 

長がある。例へば潜土性害謚なるコ‘ガネムシ類の如きは輕鬆な砂質地や火山:災 

地に發生することが多く,土中に於いて蛹化する鱗翅痂は乾燥した土城に於て 

培殖することが多い。又イj援質に富・む土垣中にはケラやガガンボ知が發生しE 
い。故に植栽樹離とその地方で大害を及ぼす虞れある吿蟲の種類とを考慮し, 

適宜に土質の改良を行ひ又地力の前E持に意を用ひることが肝要である。

口 育林法及び更新法 蟲害のみならず各秘の被害に到し安全性の拍:も大な 

る混淆林を造成することの必耍なことは今更縷述する迄もない。又押伐作業か 

割伐作業或は勿と近似の作業法を採用するのが奴iも安全で,朽・伐:作業は被客に 

對する危險が奴も多い。一般に天然更新は人工造林に比し被害の成が少く,括 

秘造林は植樹造林に此し,蟲害に對する危險が少い。秋期の植栽は•ひ・古を・,) 

出現する迄に樹木をよく活着せしめ,被吿に對する抵抗力件春杭のものに工:る 

ものである。又破も合理的な摭有を声ひ林木の健全な發育を圖る必耍がある。 

衰勢木や傷吿木等は2次的害蟲の繁殖所・となり,増航した害蟲は次いで蚀仑木 

を侵すことがある。故に之等の不良木は速かに伐採處分することが望ましい。

八嬌作及び休閑之は苗闽で行はれる方法で,同一節所に同一樹丽を年な 

植栽する時はコガネムシ類の如き吿蟲の増德を促すものである。故に輪作或は 

休閑を行へぱ之等の害蟲の被害を輕減することが出來る。一般に定置苗両より 

も移動苗闹は害蟲に對して安全である。

二中間寄主の除去樹木を害する昆蟲の中松は他の植物を中間寄主とする 

ものがある。この際中間霧主を除去すれば害蟲の繁殖:を著しく抑制出來る。

•ホ 林木の育種 森林植物に於ても品種により害蟲に對する抵抗力を異に3 
るものがある。森林植物の免疫性に關する硏究は歐米に於ては比較的多く遂:: 

られてゐるが,耐蟲性品種の育成撰出の實行せられてゐるものは極めて少い。 

將來この方面の硏究を進め,多くの優良な耐蟲性品稲を得る必要がある。

<3)利用上の處置

11

:‘伽に连し或は間收模のため伐採した樹木は,成可く速かに林外に搬出する 

全耍する。林內に放置する時は村は循!村・性缶蟲の容生を受け甚だしく利用價値 

厲"ぜられる。この被倂は掛皮を附希する材に特に著しい。ヒラタキクヒムシ 

.う如く材中の激粉を養料として攝取するものに到しては,村中の激粉を消失さ 

なることにより免吿とすることが出來る。而し實際上・用ひ得る手段には噂法 

水中貯藏丄がおる。

輪立法は伐採に先立ち樹幹上部の皮セ榆狀に剝ぎ同化物Eの移榔!t制限する 

方法で,效果は季節により多少異なるが,剝皮部から下都の激粉は供給を斷た 

れて消失し,假令之幣の材・に佑蟲が床卯しても筛化した幼蟲は生育し街ない。

林內に遺棄せられた枝條•末木.根株等は,特に・夏山を行ふ際害蟲の繁昶所 

となり,そこで增殖した吿蟲は次いで立木を觑ふことがある。故に之尊の遺棄 

材は經酒的小崎の許す限り利用の道を講ずることが望ましい。但し冬期伐採の 

はま末木や枝條は害蟲の發生期迄に乾燥するため,樹皮寄生蟲は生育を全ふし 

得ないことが多い。 .

¢4)監誰上の處置 . •

林我家は常に林內に於ける宙熾の發生狀態に注悬することが肝耍である。怨 

光性を有する害蟲類に對しては建察燈(誘蛾燈)を用ひ,之に飛來した密蟲の 

垣対と數•險を調査して略々各種害蟲の發生狀態を察することが出來る。

奇林に於ては害蟲を認めることは困難であるが,地上に落下する蟲斐により 

又落下する被害葉等により害蟲の發生程度が察知され,キクヒムシやカミキリ 

ムシの如き穿孔性の害蟲は樹皮上に木屑或は蟲斐を排出し或は樹脂や樹液を流 

出することにより認知される。新芽や新條の內部に害蟲が寄生する時は樹集の 

發育は不良となり時には畸形を呈し又樹實の結成が不良となるc佑蟲が根部に 

涛生する時は葉芽は萎縮し葉色が衰へる〇害蟲の發生の多い際には食害のため



林內に雨聲の如き一秋の騒音を聞くことカ;ある。

糸候は害蟲の發生に重大な關係を有するものであるから,その地方に於ける 

年々の条象狀況に注意する必要がある〇氣候岡は吿蟲の發生を後察し或は天、 

の輸入に際し各地の氣候狀態を比岐するに便利で割る。氣候圖は沮度を縦’‘に

取り降水堆又は關係的沮度を横怖に 

取って每月の平均點を!!傾次に述絡す 

れば不規則な也邊形が得自れる。こ 

の形狀の差違によって比・?<する〇 

で,若しその年の;|：1候I岡が過去に公 

て害恩の發生を見た年の恭候岡と江 

似の形となれば,その1,2年間は大 

いに汗戒を要する。又マヒマヒガO 
如く周顺的に大發生を行ふ傾向のR 

蟲;こ對しては大發生の年度に當る前 

後の年は管防的手段を福ずる必:要•が 

ある。

第2節物理的防除法

物理的防除法は赤手・器具・機械・溝渠・溫度・濕度.光.储気.音波’脳こ 

よる防除法で,遮斷法•誘殺法.焼却法・打落法•刺段法•捕殺法•加熱法. 

の7法に大別される。

I遮 斷 法 溝渠その他の做害物を設けて害蟲の蝕來を未然に防止し, 

共處に集る害蟲を殺戮する方法で,次の3法がある。

イ 明溝遮斷法 夜盜蟲の如:移動性を有する害蟲の驅除に應用とれる方法 

で,未被吿地の周I"!に明溝を造り害蟲をこの中に墜落させて殺す。明泊の’;、日

13

ご・如深さ40cm,帽30cm—60cmとし,拘り上げた土は未被吿地の㈱に析み,

こ514の里は垂直にし,被吿地側の壁は少

かくすれぱ満內に入った吿蟲iは,次いで

第2穴に擦ちて集まる故,之に熱•湯を注ぎ

或は棒で曄して殺す。

口塗抹遮断法ライムやトリータン

グルフードの如当粘着物を樹幹の周圍に

環狀に後注して告/の盜異或は下降をpn. ik
し,北方に集合する缶蟲を捕殺する方法で

の樹幷に施すことが出來る。

八 卷附遮断法 樹幹に綿布•綿・フィルム或は缄葉板を捲附けて,前法•と

皎をに深さ15cm,直徑15cm位の穴セ:宣る。

しく綽斜させる。更に満底には2又は3 m

マシケムシ.ツガケムシ.ブランコケムシ等の防除に應用されるc塗沫劑は胸 

"池徑の20—3伙:m胡幹ん牌囹に蛹5-6cmに帯狀に塗扌Kし,1封度の劑を數十本

第2囲

叫谴 イ却:2穴

@同核にマツケムシやプランコケムシ等の移行を阻止する方法である。

]] 誘殺法害蟲の習性に應じて色々な方法が行はれるが,主なるもの 

；：£扑所誘殺法.食御誘殺法•潜伏所・誘殺法•燈火誘殺法の4法である。

イ 繁殖所誘殺法 之は密蟲が好んで産卵する様な箇所を設け,之に産卵し 

た後％除するガ法である。キクヒムシやザッムシに對しては村;內の生立木を伐 

倒して餌木となし,害蟲の容生後刹皮する。又この目的のため樹幹の截片を 

地上に侶くこともある。

伸木の設愷はキクムシの防除に對し極めて行効で,之により生血木の被吿を 

方化することがLH來る。歐洲では饵木の設置は普通に行はれ好成結を收めてゐ 

".,我が國では勞費の關係から之が實行を躊躇する向がないでもない。しか
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し設提法と取扱法の如何によつては勞費を節減し得,充分收支償ひ将るものと 

信ずる。次に主としてヤツバキクヒに甜する餌木の設匿と取扱法に就いて少! 

く詳記する。

(1)饵木の性質と設反數

ヤツバキクヒやマツノキクヒに對する餌木は少く共20cmの胸高也:徊を(7す 

るものでなければならぬ。Jダきに過ぎる樹皮を右-する樹幹には寄生すること’:. 

少なく,强い被％木や心材や邊材・に腐朽を生ぜる病木には宙生せざる故,之’、: 

は饵木として利用し街.ない。伽木として最:も良好なのは比校的優勢水で场" 

或は二股となれるが如き工邳的價値の少ない樹木で,近く間伐或は掃:除伐に監 

して伐採されるものが第一に選ばれねばならぬ。之により防除費を苫しく注】、 

し得る。

設置する餌木の數はlha當り5—3〇本を普通とし,被吿程度に應じて本數を 

加減する。

C2)餌木の設置と取扱法

餌•木は林絳或は勵羽破開箇所の周緣の如きキクヒムシの襲來レること多M ロ 

所に設けぬばならぬ。ヤツバキクヒに對しては正常の飛翔期の2—3週間前に3 . 

(2すれば足りるが,マツノキクヒに對しては1月から3月の|用に伐採するの:'.' 

最良である。風倒木中適當なものはそのま、御木として利用するが良い。

饵木は伐倒せるまゝで枝打を行ふ必要もないが,笹等の地被物に舛木か项M 

する箇所では樹眸を2m內外の長さに玉切り,地被物上に扛起するを要するa

寄生害蟲の羽化前に刹皮を行ふ時は幼蟲•姉・卵子・は容易に死滅する故焼R 
の必要はない。而してこの刹皮時期を誤らないためには餌木に於ける寄生幼退 

の發育狀態を舟｛績的に調禿し,最初の前蛹期が觀察された時は直ちに剝皮を宦 

行せねばならぬ。

口潜伏所誘殺法 害蟲の潜伏筒所を設けて誘引し,集合した害蟲を殺「け 
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る方法である。マッケムシに巒しては秋期樹#に整を捲き附け越冬のため之に 

3匸したものを焼段する。又ケラやコガネムシ•,つ幼遇に5・寸しては苗兩に落葉・ 

犧/；i•厩肥等を推质して誘引するカ法が行はれる。

ハ 食餌誘殺法 密蟲の最:も略好する食物を用ひて誘殺する方法でカブラヤ 

ガ・訪致するには黑砂和代様宝液が用ひられ,ケラは葱類セ琅も好んで食する 

刀で之を苗I血の一部に植えて;诱致することがある。又ケラの通路に瓶或は空蝉 

セ均め,中に人忍や馬鈴罢等を容れ置き,之に集ったものだ如殺する。

二燈火誘殺法饌類やコガネムシの如き趨光性を右する害蟲の誘殺に應用 

ソ:る。光源には普通石油燈・ブセチレン瓦斯燈.1E燈が用ひられるが朴業上 

で,;:主に大型なアセチレン瓦斯燈が用ひられる。

嫉燈には技々の型が考案されてゐるが,要するに燈火の下に少策の石油を 

づ卜した水盤を置き,飛來した害蟲が火蜒に両突して水維に落下する様に裝置 

したものである。水盤を使用しない時は光源の後方何位の處に白布を張り,之 

に集る吿蟲を抽段する〇

j(,:火誘殺實行の時間は「1沒後から12時迄で充分である。一般に蛾類では•午後 

9时:から10時迄の間に最も多く飛來する。燈火は光力大なる程誘殺力も大であ 

る。燈火設置の位僵も効力に央なる關係を有し,ツガカレハ等では被害林から 

し得る樣な高處に設僵するのが雌蛾を多く誘致し代て有効でおる。又氣象 

".况も効力に關係深く,一般に氣溫高く喑く靜稔な夜は効果が多いが,冷凉の 

夜,雨犬スは月明の夜は効果が少ない。

H燒却法群棲する鱗翅類の幼蟲等に應用せられ,竹稈の先に石油を 

以した薬又は布片を附け,之に點火して・を焼き殺す。又恢復の望のない被 

,部は害蟲と共に採取して焼却することも行はれる。

IV打 落 法 コガネムシ.ハムシ・ザウムシ等の如く急激な動描により 

’吝易に落下する害蟲に應用される方法で,樹下に白布を敷き之に害職を拂ひ落
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して捕へる。捕へた害/は集めて熱湯を注ぎ,又は柚に少しく石油を加へた水 

を容れ,之に投入しそ狡す。

V 束u 殺 法 カミキリムシ・スカシバ•ボクトウガの幼蟲の如く樹莅內 

に深く題入する害蟲の驅除に行はれ,蟲孔に細い針金を挿入して吿蟲を・・し 

殺す。

V！捕殺 法 赤手又な簡單な器其を用ひて拆蟲を朧除する方法で,m 
に產附されてゐる卵子や群棲する幼巻・成疝に應用して効果を舉げ得ること::： 

多い。マヒマヒガの卵子の如く樹幹上に產附されてゐるものは鎌等を用ひて口 

皮と共に採集し,ウメケムシの卵子の如く枝上に存するものは細枝と共iこ枚 
り取る。

vn加 熱 法 害森を致死高溫度に曝して殺す方法で,材中に當入するヒ 

ラタキクヒムシ•キクヒムシ・シバンムシ等の驅除に應用される。光通木材を 

乾燥するに用ひる乾燥窯を用ひ木材の乾煤と同時に害蟲の感除を實行し得る; 

ので,之には蒸氣を用ひる泓熟法と泓氣を與へない乾熱法とがある。

乾熱法では百數十度の髙溫に少く共30分以上曝す必要があり,かゝる高溫ピ> 

乾熱では材に犯を生じ,組織が脆弱となり又宓色する虞れがあるので推獎出水 

ない。 •'

濕・熱法により材を乾燥すると同時に害蟲を驅除するには次の如き方法による 

のを可・とする。先づ材を!30°F位の高溫度,10〇%の濕度中に:—!日間北き,ぺ 

に溫度をう°F位宛高め濕度を減じて行き,最後に溫度を!50° F,濕度を45 % 

立にする。而して材は異なる溫濕度の各階程に2 — 5日間避くことが必要で 

ある。

上述の諸法の外,近年レントゲン線.宙氣,超音波或は短波長等を害勰‘牌 

に應用することが硏究されてゐる。しかし執れも森林吿蟲の防除に廣く實川さ 

れる迄に到ってゐない。 •
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第3節化學的防除法

調合址ー

方に遅!用さ«しる。

L粉狀砒散鉛 

生石灰 

カゼイン石庆 

水

化學的防除法は一名藥削的防除法とも稱せられ,碰なな藥劑を用ひて吿蟲を 

二徐する方法をある。この方法は林業上では主に苗闹・並木をの他小面龍の造 

才h地幣で應用される。は米では飛行機又は撒紛機による大面/の森朴害蟲の驅 

はに粉削が［を使用することがあるカ"我が國では未だ實行された例がない。校 

心伽は毒制.接觸劑・燃蒸劑.誘殺劑の4桢に大別される。

I 毒 剤 "

之は害蟲の消化藩に入って分解を起し,その中毒作用によって書蟲を薨死さ 

せるもので,折蟲の食何となる莱や果實等の上に撒布し愼き攝食の際食餌と共 

,二;茶下させる。從って叫嚼口蟲類に適用され,アブラムシの如き吸收口蟲類に 

わしては効果がない。毒劑中最も優れ,廣く用ひられてゐるのは砒酸鉛であ 

る。殺蟲削として一般に販資せ・られてゐるのは酸性砒酸鉛である。之には湖狀 

230—500g.

250g.
60—SOg.

1001.

製 法 生石灰に少垃の湯を注いで充分に消和させ,殘渣は取除いて水 

10()1を加へる。、 別に砒酸鉛を少呈の水で糊狀として石灰液に加へ,或は之を 

長布に入れて石灰液の中に振り出し,坡後に糊狀に煉り溶したカゼイン石灰を 

石灰乳に注加する。

沖用害蟲 コガネムシ・ハムシ.ハバチの幼蟲.ケムシ類その其の咀嚼口蟲

と紛狀のものとがあるが,安賞で運搬費少なく取扱いに便利なため,粉狀砒酸 

ネを使用するのが得策である。

(イ)砒酸鉛石灰液



(ロ)砒駿鉛加用石灰ボルドウ液

之は石灰ボルドウ液1001に對し粉狀砒酸250—500gの割合に混じたも 

ので没菌と同時に啜稿口蟲類の职除を兼ねる良好な合劑である。

砒酸鉛液の調製並に使用上の注意

(1)砒酸鉛液の調製に際して用ひる水は淸澄な軟水を選ばねばならぬ。鹽 

分・鍬分・炭酸・有機酸等を含冇する水や汚水又は腐敗水を使用する時は分燈 

作用のため水溶性砒素の員を増加して藥害の原因となることがある。

(2 )藥液の撒布に際しては成る可く細い霧を生する唄霧器を使用し樹樂が 

一様に藥液で潤ふやう撒布する。葉から藥液が滴下する程撒布するのは不诃で 

ある。

(3 )砒酸鉛石灰液及び砒酸鉛加用石灰ボルドウ液は沈降し易いから,約:1 

ず W しながら撒布しなければ充分効力を細はさ・ないことがある。

(4) •梅雨期•盛夏及び降雨直後の扌散布は効力を減じ又藥害を起す虞がめる 

から撒布を差控るが良い。

(5) 砒酸鉛を嚥下すれば人畜も害せられる故その取扱には注意を要する。

I［接觸劑
接觸劑とは吿蟲の將驅に附落して皮周・又は细りから閲・內に侵入し寐痺中花セ 

起させ,或は氣門を塞ぐことに因って害城を斃死させるものである。

A デリス劑

本劑は殺蟲カ强く藥害を起す虞れが全然ないので廣く使用せられる。坊間に 

販實せられてゐる主なデリス劑にはデリス石鹼・ネオトン・デリゲン等があ如

適用害蟲はアブラムシ・カヒガラムシの幼蟲•ハバチの幼蟲•ハムシの幼治 

ダユ類等である。 •

(イ)デリス石齢液
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,ーデリス石鹼 340 g.
調合批ー

一水 1001.

両製法 最:初4—5 Iの淸水を用意し,別に布にデリス石齡を包み水中にも 

み出す。後所定电まで水を加へ良く押科;して使用する。

デリス側は商熱に會ふ時はその右効成分の口テノ ーンが逸放する。故に剧製 

,二際しては熱湯を用ひ或は加熱してはならぬ。

(ロ)ネオトン石齢液

—液状ネオトン 100 m】•

.r“八尸 (惻狀水オトン)(125 gJ
詞口』:一石 植 响朴

一水 |001.

,；')製法 少強の水に石！^400gを投じ煮沸して溶解した後所定策の水セ加 

ハ、,最後にネオトンを充分混合する。

(ハ)デリゲン石齢液

ーデリゲン

調合算一:三共魚汕石鹼 

'一水

調製 法 石鹼は水1001に對し250gの割合で加へる。先づ容辭中に石 

筋を入れ,攪拌しつ'徐々に加へ砂策を!〇〇!にする。次に少並の水で溶解 

したデリゲンを投じ,良く攪拌して使用する。

B 除蟲菊石齢液

ー除破菊粉 250 g.'

調合址一石 酸 500 g.

一水 1001.

調製法 先づ少域の淸’水で薄く削った石齡を煮沸溶解し,後水を加へて所 

淀:よとする。別に除蟲菊粉を少畑の石鹼水で泥狀を練り,之を石鹼中に除々に

250 g.

250—500g.

103—2031.
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加へ充分攪拌して製する。除蟲麹粉はアルコールで浸出して用ひた方が効力を 

增加する故,燃料アルコール180 ml位に球め除蟲菊を浸出して用ひるものも 

良い。除蟲菊石【檢水は長時間を經丽すれば効力を滅少する皮宙る•故,調製後成 

る可く早く使用せねばならぬ。

アブラムシ•ワタムシ・ハムシの幼蟲•ハマキムシ等の驅除に使用して有効 

である。

C 石 油

石油は殺蟲カの强いものであるが,單用しては植物に對しても甚だしい颖,弓 

を及ぼすので,植物上の害蟲に直接使用することは殆どない。只樹幹の料皮上 

に塊狀に產附されるマヒマヒカ’の卵子等に對しては,石油を附舟して殺するこ 

とがある。

石油乳席

石油乳劑は最も一般に知られてゐる殺骚劑であるカ:,調製に手數を要し又楽 

害を起す虞れがあるのと,他に多くの冇効な藥劑が現れたため,近來は餘り使 

用せられてゐない。

.—石 油 2 1., •
I .

調含布:一|石 鹼 60 g.

」水 !1.

調製 法 石隊を薄く削って所定Mの水に入れ煮沸して充分溶解し,别に石 

油を炭火で微に湯氣の立つ程度(70、C位)に溫め,冷却しない內に兩者を速か 

に混じ,ボンプで5分間位激しく’攪拌すると原液が出來る。

使用に際しては害蟲の航類により糕禅の程度を異にする。アブラムシに了 Iし 

ては30—10倍液を撒布し,ハムシやその幼蟲には15—25倍液を撒布する。

調製並に使用上の注意

(1) 粗悪な石鹼を用ひれば藥書を起すことがある故,良質の石齡を攘ばハ
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ばならぬ。•

(2) 水は石灰や盛分、つない淸水を用びる。

(3) 石油は80°C以上に沮めると引火の處りがあり,7O°C以下では乳削の 

云製が困難となる。70°Cが適度である。

(4) 出來」匚った乳州站汰驗管に容れ表而に石油の浮くものは染書を起す枚 

に使用し得ない。か、る’原液は再び加熱溶解して完全なものとする。

(5) 原液を稀部するには初・め2—3倍迄は温沿で薄め,ボンプでよく授拌し 

なたら所定の濃度迄淸水を加へる。

(G )稀粹液はその日の中に使用すろか艮,い。

(7 )原液を心藏する【话は密囲し液面に菜談油を滴下して置く d

D 石灰硫黄合剤
本削は殺苗力と同時に殺蟲力を有するもので廣く心:用せられてゐる〇殺蟲堂 

としては主に力ヒガラムシやダニ類の驅徐に用ひられる。

一生石灰 2,503 g-

調合站ー硫蘇華 . 4,500g.

——水 IS I.

洌製法 先づ煮爸に生石灰を容れ熱・湯を注いで充分消和させ,之に別器で 

芒黄:華を湯で泥狀に練ったものを混じ,、水セ加へて全川:とし攪拌しながら强カ 

な火で1時間乃至1時間半煮沸する。煮沸するに從ひ液が減少するから時の湯 

を加へる。この混合液は初めは橙黃色であるが後赤褐色に變ずる。この原液を 

,"布で渡過して使用する。原液の濃度は普通ボー メ ー比!R27—30度位である。

調製並に使用上の注意

(1)煮沸中は充分に攪拌して,沈澱物をi容解させることが必要である。

(2 )生石灰は良質のものを選び,消和するには少抵宛湯を點下し一日寺に多 

せを入れるのは不可である。
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(3 )煮沸中に加水するには必ず湯を用ひ水を用ひてはならぬ〇.

(4) 原茨は密研して貯跋すれば1ヶ年位効力を損じない。しかし空氣に觸 

れて風化變質するから石油又はバラフヰンを滴下して置くのが良い。

(5) 石灰ボルドウ液その他の銅含冇削使用後に本劑を用ひる時は藥吿を起 

すから2—3週間を經過して撤布し,之に反する場合・も2週間位を經て撒布す 

る必要がある。

(6) 本劑は强いアルカリ性で,服や皮膚を害する故注意を要する。

m頓蒸剤 ,

燃蒸劑とは有毒瓦斯を發生して吿蟲を殺す藥削で,二硫化炭素やパラディク 

ロ ロベンゼン等は之に屬する。林樂上では主に地中害蟲や樹實の害酒璃除に使 

用される。

A 二硫化炭素
樹實の害蟲驅除には密閉し得る室を選び,樹實類の址上部に皿を處上に"置 

し,之に200乃至400gづつ二硫化炭素を注ぎ,速かに室タトに出て入口を密封 

する。

宪眾及時間は害揪の利!類及發育狀態.溫度•樹實の刑:等にによって異なる七、 

標準冷:10m;につき500gである。所定の時間を經過したらぱー齊に窓や戸を 

開き瓦斯を逸散させる。

土壤徳蒸法はコガネムシの幼蟲の如き地中の害蟲の驅除に應用され,コガ・ 

ムシの幼蟲に對してはlm2につま二硫化炭素70gr內外を施す。之を施すに 

は植棒で深さ70cm位の孔をlm•につき36作り,1孔內に二硫化炭素2grづつ 

注入し孔を土で塞ぎ踏み固めて從< 〇

使用上の注意

(1) 引火性が强いから火氣を近付けてはならぬ〇

(2) 人畜にも有害であるから瓦斯を吸入せぬ様注意を要する。或る可く防
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毒マスクを使用するが良い。

(3)金.银・絹製の器具や染色衣類は瓦肺こ觸れると變色するから注:意を

耍する。

二硫化炭素乳剤

土壤炫燕には二硫化炭素乳削を使用するのが危險も少なく便利でおる。乳劑 

の以法には色々めるが次に1例を示す。

厂二硫化炭素 750 g •

調合・底—松脂魚油石鹼 375 g.

’一水 3】•

上紀の割合に混じ充分攪拌混合し,コガネムシ類には約1〇〇倍に稀種して如 

露で床面に撒布する。撒布景は!m9つき8kg位である。

IV誘殺劑

,験剤は吿蟲,の咁好物を利用し,之れを誘引する藥剤でおる。

A 施 蜜

カブラヤガやタマナヤガの如き夜盜蟲類の成蟲の誘殺に用ひられる。

ー黑砂糟 900 g.

如厶「 1I木酒 I
祕)合塹一人 g QC1QC1食 師 90—180 ml.

—水 360 nd.

法黑砂種fに所定蛍の水を加へて弱火で加熱溶解し・,之に所定址・の日 

本酒及び食酢を混和して5分間位加熱しつゝ攪拌する時は香氣の高い濃厚な仙 

蜜か:彳5ら片Lる。

使 用 法 之を使用するには深い皿或は平鉢の如き容器に深さ10cm內外に 

糖蜜を盛り,之を高さ10cm位の臺上に載せ・て夜間のみ放t賢し,日中又は雨天 

の際は葢をする。配置の數堤:は1グール當少く共3個を備へる。柄蜜の香氣が 

沾:らぐ時は効力が減ずる故,新鮮なものと换へねばならぬ。
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B カンサス毒餌

此の毒削はガブラヤガやクマナヤガの如き幼蟲で越年し翌春现はれて加缶す

る夜盜蟲類に用ひて効果がある。 •

一荻又は米械 903 g-

調合虽ー
パリスグリーン 45 g.
黑砂我 135 g.

一水 , 130 g.

製 法 玆又は米株とパリスグリーンを混じてよく攪拌し,別に黑砂蔬

135 gに水54mlの割合で作った濃厚:な務蜜液に水65m!を加へてよく授拌す

る。次にこの辭液中に魅又は米独とパリスグリーンの混液を混じ,更に65ml 
の水を少虽宛加へて製する。

使川法 侍蟲發生を疎想される刷地にー樣に薄く撒布する。施用期は春叩 

插種前又は發芽前を可とし,タ刻撒布するのが得策であろ。前記の調合寿:で5 
アール位に撒布出來る。

V塗抹劑

本剤は主として樹幹を害する天牛類・キクヒムシ類•スカシバの如き害鈴’の 

産卵防止の目的に使用される。石灰を主劑とするので石灰塗抹劑とも痢せら

れる。

ー生石灰 I8 kg.

食 源 7 kg.

調合蛍ーよ卩粉 LE
石骨粉 226 g.

睥 453 g.
一水 180 1.

製 法 容器に石灰が沒する程度に湯を入れ,之に石灰を投じて消和さ・士

る。別に食鹽を湯に溶かし,、米粉は水で煮て糊狀とする。次に食鹽水を石灰水 

に混じ,更に米粉の糊を入れて煮る。‘之に石君;粉と膠を入れてよく授拌し,>!> 

に定星の水を入れてよく揽拌し,そのまゝ2—3日放置する。使用する時には汜 

めてプラツシで樹幹に塗抹する。

第4節生物的防除法

生物的防除法とは天敵セ保護列用して吿蟲を防除するガ法で,之には在來の 

天斂に保涯を加へる嶋合と有力な天敵を他地から枪入して定住させ,或は在來 

スは恰入天「放を人工増殖して放:飼する竭合とがある〇天故に保謎を加へ又有力 

な天萼:を输入するが如きは比較的容易に實行し得ることで,之により好結果を 

彳卜てゐる例は少くない。しかし多數の天敵セ人工的に繁部［させ,必要に崩じて 

密細ボ除に使用rるが如き方法は,特別の埸合を除き實際問題として経済的に 

:困锥を伴ふことが多い。天敵中坡も右力で且つ利川の可能性の多いのは益・旧 

類・笛描期及び病原曲類である。

! 益鳥類の保護利用

害蟲を加食する.13類の殆ど總ては,狩・政法施行規則により狩獵を全然禁止さ 

れ或は或期間禁止されてゐるが,更に林內には果粕を設け,或は片巣に適4"る 

場所を設枚して保强し,増殖を圖ることが肝要である。林內に丄・翔の保護施設: 

を實行することにより吿蟲を防除し彳导た例は少くない。

營巢箇所の設豊 自然的營巢箇所としては空洞ある樹木はそのまゝ林內に存 

置してムクドリ・コムクドリ・カラ類等の營巢に便じ,林內を流れる小川の岸 

邊その他適當の箇所には澈木類や丿慌等を繁茂•させセキレイやヨシキリ等のヨ巣 

箇・所とする。又ヨタカ・ホトトギス・フクロウの如く樹枝上に藩菓するものは 

好んで杯狀に分岐する枝上に苗巣する故,林內の適當な箇所の樹木の枝を適宜 

に泌定して營巢に便する必要がある。

人工的には 巢 箱 を透って樹上に取付ける。樹洞を利用する,13類の多くは巢 

角を利用するものであるカヾ,各地で最:も多く巢箱を利用するのは棕烏類と四十
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雀類で,之に次いでゴジフカラ・キセキレイ・ブツポウソウ•アヲバヅク”;が 

多い。しかし森林の種朋とその環境により集る口類の尅類や數を異にする故,

設置する巣箱の種類と數もそれによって 

考慮せねばならぬ。

巢箱は製作する材料によって木製•コ 

ンクリート製•竹製・ブリキ製等に却別 

され,型によっては丸太型・箱型•屋根 

型・燈箭型等に分けられる。木製の巣箝 

は耐久力に於てコンクリート製に劣るが 

低廉で口類の利用成績も良く製材所から 

出る木片笠でも造り代る便があろ。木妾 

巢箱ル中でも•自然木丸太型が奴も良い。 

之を丸木で作るには縦に中央から二つに 

割き內部を到り拔いて後二つを合せ釘存
第3图

で固若させる。箱型のものの板には飽を 
小 鳥 果 箱

かける必要はなく,皮付のまゝで良い。

而して巢箱作製上特に注意を要するのは,烏の稲類に應じて出入孔の大さやり!. Li 

の內徑を違はせる必要のあることである。J3の種類と巢箱の大さ,出入孔の直 

徑の標準を示せば次の如くである。

・ー ー——f 一・

'鳥の種類 出入口の 
直徑<cm)

丸太型果箱 
內部の直徑3め

箱型果箱 出入孔の下面 
よP底部に至 
る高さくcm.檄(cm) 横(cm)

1
シジフカラ 3.5 12.0—14.0 15.0 1乙〇 18.0

コ ガ ラ 3.3 12.0—14.0 15.0 17.0 15.0

コムクドリ 4.0 18.0 15.0 17.0 33.0

ムクドリ 4.3 18.0 15.0 17.0 33.0
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I！痢を架設するに支注に取付けて建てることもあるが風:Eによって倒される 

直があろので也接樹幹に針金或は棕胸純で緊縛するを可とする。架設髙はムク 

"リて4—5m,ヤマガラ・シジュウカラ等の小禽類では3 m內外を可とする。

出入孔の方向は独巣期間中のM多風向を避けるを可とする。この方向は環境 

に「•って異なるが,一般には東•南を可とする。又出入孔は絕對に上向させて 

はならぬ。寧ろ下向させるを可と"する。

［而架設の時期は口を巣箱に馴らすために秋期を可とするカヾ,春湖に架設:す 

ろ場合には迎くも4月上旬迄に取付けねばならぬ。

回汨こは蛇.リス.モモンガ惟が侵入し又ノミやハネカクシ類が繫殖してゐ 

る书があるから,時々內部を檢在して之等を驅除せねばなら旗。又,13の巣立し 

た跡は箱內が不潔になってゐるから,9月中旬以後に內部を淸掃し,破担箇所は 

修釘:して置くことが必要である。

n 益蟲類の保護利用

な林倂蟲の却mを抑制する益蟲類(敵蟲)には膨しい超類があるが,之等の 

中我も仃力で又利用の可能性の多いのはテントウムシ・クワクコウムシ•ムシ 

ヒキアプ類等の捕食性昆蟲類とヒメバチ•コマユバチ•コバチ•ツチバチ等の 

奇生:作园及び寄生蠅類である。敵蟲により害蟲の驅除を行ふには次の如き場合 

が考へられる〇

(1) 外國から輸入された新害城に對し,その吿蟲の原產地から敵蟲を輸入

して剥用する場合。 ..

(2) 外國産の敵蟲を輸入して,その寄主と同一秋或は近緣な土產又は輸入 

の害强に利用する場合。

(3) 或る地方の土產敵蟲をその地方の土產の害蟲又は輸入害蟲に利用する 

場合。
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(4)或る地方に於ける土產の敵蟲を同一國內の他の地方に惟送して利用す 

る場合〇

類

1.アリモドキ(クワクコウムシ),2.同幼芻, 3. ブランコヤドリパへ3シ心

ヤアブ,5.同卵塊,6.同幼田,7.ホソヒラクアブ,8.同封撕,9.ブラン・ 

コサムラ・ヒコマユバチ,10.同種が毛酒舗外結,篇せる圖

第 4 圖

主 耍 益 幽
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上記の中弟- ・の場合は最も多く行はれ,成功した實例もこの秘のものに最も 

ラい。洌へ・1886年に力リホル二つ、こ柑桶の大吿蟲なるイセリャ介殻蟲が大發 

生’ーた際,密蟲の原產地なる深洲からベタリャ5X蟲を输入して素暗しい成果を 

がけた。筒來イセリャ介薮蟲の被害ある題國でこの吿蟲が利用せられ,孰れも 

公功を钠めてゐる。我が國では大正14年iこ柑橘の吿蟲なるミカンノトゲコナジ 

ラミに,支郡麻史からシルベストリ小蜂セ九州地方に恰入し,防除の目的 

を達してゐる。 •

•般に粽入密蟲は原產理に於けるが如く天敵を伴はないので,恰入地の環境 

さ八適當なれば異常な増航を行ふものである。故にか'る際原谣地から天敵を 

:へ入I ,環境がその天敵の繫相にも適當なれば吿蟲の繫殖を著L <抑即Iし得る 

こと,よ明かである。從ってこの場合に成功の可能性が最も多いのも當然であ

〇 、

か二の％・合は或土產害蟲の右力な天敵が居ないか,又は敵蟲を欠く除入吿蟲 

辿が隴定しない際に行はれる方法で,他國に於ける同一種の害蟲或はW 
比に近緣な密疝のイj力な敵蟲を榆入して試驗する。しかして敵蟲の榆入に際し 

ては(1)繁殖力つ大なること,(2)飼育の容易なこと,(3)雜食性でないこ 

と,(4)密敵つ少ないこと,(5)敵蟲の經過と害蟲のそれとが同時發生であ 

ること,(6)環境に對する適應性の大なること等の;滔性質を具有する碰類を選 

ふことが必要である。

第［の場合には土產の敵蟲を人爲的に大虽に増殖させて,害蟲の發生地に放 

⑴する負極的の方法と,敵蟲類に•保護を加へる消極的の方法とが考へられる。 

而・若は經濟的に困難を伴ふことが多く從來成功した實例も少ないが,曾て熊本 

；,湖、局では小蜂の一種マッケムシクロマユバチをマツケムシの繭を用びて大川: 

二生唯し,之をマッケムシの發生地に放:飼して驅除の成果を舉げ得たことを報 

じてゐる。



敵蟲を保悲することは比較的容易に實行し得ることで,敵蟲の無益な我二は 

禁止せねばならぬ。シホヤアブの如きは苗冊の大害蟲コガネムシがS右カた.； 

蟲であるから,その卯塊を採集してコガネムシ•つ 

多棲する苗圃に放飼し繫殖さするを可と、する。又 

害蟲の卵子・幼蟲.蛹には多くの寄生昆mwが寄 

生してゐる故,之等を採集後直ちに焼却し成は泣 

殺することは同時に敵蟲をも殺すことになる。故 

に事情の許す限り採集した吿搬の卵.幼跋或,土』 

は益蟲保篷器に收容し敵蟲のみ脫用させること 

望ましい。

益蟲保班器には’色々の型があるが’•要は 

害蟲の脫出を防ぎ敵蟲のみ逸飛させろ匚に

ヽ

第四は同一國の一地方には有力な敵蟲が居り他地方には棲,ユせぬ様な場◎に 

敵蟲の搖迅を行ふのは石効で,米函に於ては屢な成功した實例も報ぜられて 

ゐる〇

〇 病原菌類の保護利用

森林害協に寄生して之を斃す病原菌類は主に寄生菌類.細菌で又ブアイラ・■- 

も知られてゐる。之等の中利用の可能性の多いのは寄生菌類である。

害蟲殊に鱗翅類の幼蟲が大發生した際,又種ななる病原菌が發生し,之、財. 

犯されて斃死する害蟲の多いことは屢々目擊する處で・ある。病原菌類は環境が 

好適なれば,繫殖力と傳播力が大なるため害蟲類に對し著しい抑制作用を及, 

すものである。

帝室林野局東京林業試驗場に於ける硏究たよれば,害蟲の病原矚を混入せ::、 

笫5园

益細保秘器の1種 

イ・韧設付吿线收容嗇 

ロ・害坳脫出を遮斷す
る水盤

考案せねばならぬ。
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特殊の製剤を撒布することにより,コガネムシ・夜盜毋.松毛猫等の1??螂!除に 

好成法が得られたことが報ぜられてゐる。即ちコガネムシに對しては度化病苗 

(知加电卯わ を駐蛹挫粕或はヒマ額に培霆し寿から秋迄地中或は堆肥に鋤込 

:,ことにより,苗に接隅せるものは幼既成蟲•卵共數日にして死诚する。又莱 

蜂等の幼蟲も潜土の際この苗により筮死する。

松壬はに叫しては梯!!微粒子病罚京的蟲QNosema sp.)を布季建藻土に吸弟せ

し",早朝樹葉の潤ふ頃又は降雨後風上より樹木に撒布する。病原脸の附着せ 

る堂を食せる幼蟲は忽ち枇病し,成蟲も感染薨死する。又感染せる雌雄の孰れ 

力・が交尾すれば,その卵子・も孵化力を失ふ。

ハラアカマヒマヒに對しては多角備病々原體を粉末削として針葉の溜へる際

二帀し,或は泌過诽を幼蟲に食せしめ樹上に放つ時は,幼蟲は槍に登って粮病 

［死する。この幼蟲に増殆1した病原は風•雨の媒介により廣く傳播し害蟲を全

: ・ることが出來る。本法は昭和以年身延山の被害林に實行し好成めを收め 

たと云ふ。

以上の如き病原関類の利用を講ずる外,之等を保遂することは容易に實行し 

彳!｝ることで,林內に存する病死蟲はそのま、放愼し,或は害蟲の多棲する樹所 

の我枝に階けて,之等の傳播を圖ることが望ましい。
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各 論

第I章エゾマッ・トドマツの害蟲

1• ソガカレハ (幼蟲:ツガケムシ,マッケムシ)Dendrolimus superans Butler 
鱗翅目 力レハガ科

異名 カラフトマツカレハ,エゾマッカレハ,シベリャマッカレハ

形 態 色彩は赤福色•暗福色・灰褐色等變化が多い。前翅の外絲に近く 

紋列から成る1帶があり,中央部に鋸歯狀の1帶がある。その內方に多少屈曲 

する1帶があり,その內方に1小白點がある。各帶は翅の他部より濃色で白色 

に緣取られてることがある。翅の開張,雄50—76mm,雌65—97mm 〇卵は山※ 

色帯冊形で長徑約2 mm。幼蟲は幼齡のもは黃灰色で各節の背面に检色の免:!: 

がある。成長したものは胸部は灰白色乃至淡黃編色を呈し,面に略々5角担 

の黑紋を右一する。第2.第3節の背面に黑藍色の剛毛を簇生し,閲の上面には 

黑色の剛毛を多く生ずる。腹長80—90mmに達する。繭は長桁四形,灰裾色と 

呈し表面の處々に黑藍毛を附着する。蛹は紡餞形で濃羯色である。

加害植物エゾマッ,トドマツ,タウヒ,モミ,ツガ,カラマツ,グイマッ, 

アカマツ,クロマツ。、

經過習性 条象的條件によ.り年1囘の發生を行ふこと、2年に1囘の發生・： 

行ふ場合とがある。北海道・本州等では普通年1囘の發生であるが,構太・千 

島等の寒帶地方では年1囘の發生を行ふものと年に2囘の發生を行ふものとが 

混じてゐる。蛾は7月下旬から8月初旬に在化し出て卵を針葉上に群狀に産附 

する。卵期7-44日位で孵化する。幼蟲は針葉を食害して生長・するが,晚砍樹 

幹を降り地上の落葉•蘇苔•雜草の間或は倒木下や根株の間陳等に潜入して越
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冬/・る。寒帶地方では越冬雄の大さは頗る不齊で大なるは75mm,小なるは1= 

：nm內外のものもある。この幼蟲は翌年4月乃至5月頃に融雪を俟って再び樹 

上に W し,最初は主に梢頭部の仓|唾を食害するが漸次下方に及ぶ。前年の7 
侦,こ孵化した幼蟲は7月中旬頃から營繭し,7月下旬カ;ら8月初旬に対化す・る。
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しかし寒帶地方で前年の8月中句頃から以後に孵化したものは次年の晚秋まで 

に大なるは體長77mm內外となり,再び越冬して第3年目の6月下旬から7月 

上旬頃に卷讀し,蛹期3•週間位で羽化する。彌席所は主に針葉上や枝條であ:： 

が,又稀には樹幹上に替まれることもある。蛾には趙光性がある。

好んでエゾマッ・トドマツ・ツガ・力/マッ類を食するが食の缺乏する時は 

松類をも食する。

被害關係 幼蟲は金琲を食害するため,發生多き際には樹木の生長が芹しく 

害せ・られ,甚だしきは針ヂ須を食盡せられて枯死する。時に大發生を行ひ大面秋 

の森林を枯死さすことがあり,股も恐るべきトト,マッ.エゾマツの害蟲で 

ある。

天 敵 烏類中クワクコウ.ホトトギス・ヨタカ.カケス鮮は幼蟲を啄食 

することが多い。敵蟲類には次の如きものが知られてゐる。

卵寄生蜂ーマツケムシトビコバチ・ナハコガネコバチ.マツヒメクロタマゴ 

バチ.マッケムシタマゴヤドリバチ〇

幼蟲寄生虫乍ーカラフトサムライコマユバチ・ブランコサムラヒコマユバチ. 

マツケムシムネアカコマユバチ・カラカネアカアシトガリヒメバチ.ベツカフ 

アメバチ•アカアメバチ.クハヤマフタヲアメバチ〇

蛹寄生蜂—スズメヒメバチ.シロスヂアメバチ.ナイブチヒメバチ.チャイ 

ロヒメバチ.ブランコフシオナガヒメバチ.キアシフシオナガヒメバチ.マッ 

ヤドリヒメバチ・セスヂコンボウアメバチ等多數の種類がある。

寄生蠅にはツガカレハの蛹から出現するセスヂハリバヘ等があり,抽食描H 
にはオサムシ類.サシガメ類がある。之等の敵蟲類中ブランコサムラヒコマユ 

バチはツガケムシ・マツケムシ以外プランコケムシ・ウメケムシ・コシロモン 

ドクガ等の幼蟲に寄生し,飼育も比較的容易なので利用の可能性の最も多い種 

類である。病原菌類には白號歯や黃推菌等がある。
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防除法

1. 根際の地被物はマツケムシの潜伏所となり繁殖を助長する故,出來るだ 

け除去するを可とする。

2. 越冬Lた幼蟲が春期活動を開始する前,或は秋期越冬のため樹幹セ下降 

する前に樹幹の地上1m位:の箇所にライムカ、トリータングルフートを環狀に塗 

:・打「或は古フィルムセ卷付けて幼蟲の登举或は下降を遮斷し,その附近に彷 

代・する公蟲を捕殺する(總龄,遮斷法の部參照)。

3. 秋明9月中旬頃に被密圈の根際近くに蒔を卷附け置き,越冬のため此の 

中に潜伏した幼蟲を初冬の頃に薬と共に集めて焼却する。

4. 發生多き時は缺の燈火誘殺を行ふ。此の際燈火は,被書林の林冠を照射 

し得る様な附近の髙處を撰定するのが右効である。

5. 林木の長大ならざる場合には,卵子の產附せられてゐる部分を切り取り 

爲蟲保護器に收容する。

6. 繭を採集し或は幼蟲を捕殺することも行はれる。殊に幼齡の幼蟲は群梃 

する故厚い手斐を用ひて潰没し,或は水と少前の石油を容れた即に投入して殺 

すのが有効である。

7. 病原歯の製劑を撒布する(總論第也章,第4節,in參照)。

2. マツマダラ メイガ Dioryctria abietella Schiffermliller et Denny 
鱗翅目 メ イ・ガ莉・

形 態 蛾の前翅は喑灰色で翅底に近く1白帶,中央部に1小白點を有し, 

外縁に近く白色と黑色の波狀線がある。後翅は灰白色。翅の開張30mm位。幼 

部は頭都及び硬皮板は褐色,.背線及亞背線は暗色,胸部は綠色又は暗赤色で各 

簡に黑色の疣狀突起を,散在し,之から短毛を1本宛生ずる。老熟したものは懼 

長30mm位。

加害植物 エゾマッ,トドマツ,タウヒ,モミ
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經過習性 成蟲は6. 7月頃から發生し卵子を毬果.梢の新條,時にはエゾマ 

ツカサアブラの作った低荏に1個宛或は小塊狀に產附する。孵化Iた幼疝は应 

ちに珪果又は新條內に食ひ入り,內部を食して生長する！毬果內に時々數匹の 

幼蟲を見ることがある。寄生を受けた毬果は充分成熟せずに早く落FI ,幼・

は10月頃に地中に入り薄い繭を作って中に入り幼蟲態で越冬する。弟!布5. 6月 

に緬化し次いで物化する。

被害關係 老大木の曲果を食害することが最も多く,社果の內邰は食盘せら 

れ疆糞と樹脂が充滿L孑L口からその一部を漏出する。被害毬果は未熟のまゝ 

落下し,ために碰子の收極を減じ,又天然更新を阻害することが将しい。伊 

梢部と枝部の被害は比較的’幼節の林木に多く,被害部は柵色となI)枯死し,後 

脫落することが多い。被害部の下部からは裂春新條を生するため,樹木は畸形 

を呈し將來良材とはなり得ない。

防除法

1. 地上に落下した被害毬果を採集して焼却する。

2. 幼林に於ては8月頃,樹梢の褐色を呈して枯死する部分を柄付魏で切り 

取り燒却する。
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3. 6,7月頃成晳發生期に燈火誘殺を行ふ。

3•エゾマツノメイガ Nornophilla noctuella Schiffcrmiiller 
翳翅目 メイガ科

形 態 憤は喑褐色,前翅は暗黄福色で3個の黑梱の大紋を有し,中1紋 

二也底に近く,中央のものは前絳より後緣に走る廣い帶をなし,他の1紋は前 

欲に起り中途で消失してゐる。前緣角に近く前絃に沿ひ4の黑紋があり,その 

申央の2紋から後緣に向って細い波狀線を出してゐる。後翅は府黄色。お長10 

inm,翅の開張24mm內外。幼蟲は黄綠色であるが頭部及び第1箇の硬皮板は 

誓色。喑綠色の背線を冇する。第1節の側面には勾玉狀の疣起全右し第2,第 

3節の背面には2,個づゝの閱い黑尚の场起があり,その下方に3個づ'の小迓 

担がある。各腹節の昔而に4個づゝ黑祸の疣起相對し,各節の氣門線上には長 

殖甜形,暗褐色の疣起がおる。之れ等の疣起からは各々1本の白毛を生ずる。 

閃長20mm位に達する。繭は略号け同形で紙の如く薄く外部には土粒を附着す 

る。中に黄褐色の蛹を關iする。

加害植物エゾマッ,トドマツ。

經過習性 經過は詳かにせられてゐないが年2囘の發生を行ふらしい。成蟲 

は5,6月頃から9月初旬に發生し,淡黃色で粟粒大の卵子を數個宛葉面に潴附 

する。幼蟲は淺く 土中或ば地被物間に棲息し,主に稚苗の土際の部の樹皮を瞰
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食するが又夜間地中から出て幹の上部の樹度や針葉をも食害することカ:ある。 

この食害は8月頃に著しい。老熟した幼蟲は地中で絹糸を吐き薄い繭を作って 

中で蛹化する。

被害關係・本戮の被害は2—3年生の稚-苗に多く,成長して樹皮の硬化Iたも 

のには認められない。被害苗は著しく生長を害され,進だしきは弥の基部を注 

狀に剝皮せられて枯死する。曾って旭川地方の苗而］で可成の被害を葺ったこと 

がある。

防除法

1.幼蟲は淺く地中に生活し,被害苗附近の表土を少しく捆れぱ過龍を狡聘 

し得る故之を捕殺する。

2•成蟲の發生期に時期を失せず燃火誘殺を行ふ。

3.旣に成蟲が卵子を產附した虞ある際には,苗木に砒酸鉛の如き刷诚撤 

布し,炳:化した幼蟲を殺すを可とする。

4•ヤツパキク匕 Ips typographus japonic us Niijima
• 鞘翅目 キクヒムシ科

形 態 关澤ある黑羯色乃至黑色,太い圓筒形を負する。觸角は先端如 

饲形で中間節は〇節から成る。翅将Jの先端部は:剑られた急斜面をなL ,その兩 

側に4個宛歯狀突起があり,その中,上部から第3のものが最大で末端は劍状 

を呈してゐる。韻長5mm內外。

加害植物エゾマッ,アカエゾマッ,グヒマッ〇

經過習性 北海道では普通年2囘發生であるが北部及び樺太では年1囘炎生 

である。主に成蟲態で越冬し北海道では5月頃から飛翔し出でて幹の樹皮下に 

密入する。飛翔成蟲は一般に爵閉の破開した日當り良き箇所に集來すること:' 

多い。穿孔は雌によって行はれ,先づ樹皮の鳞片或は聚而の間隙から表皮に沿 

ふて少しく入り,そこに稽廣い交尾室が作られる。後から來た他の雌又は雄は
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I・成 酒,2.幼 蛊

'3.關角を掀大 4.划端
'部側而圖

湖皮内而に«はれしヤツバ 

キクヒの剛W

第・;0圆

こ,の穿孔を發見すると宣ちに內部に潜入する。1孔內にはS雌1雄の場合最も 

多く,又雌雄2匹宛或は1匹宛のこともある。交足は交尾室內で行はれ,交尾 

終了後雌は産卵のため幹の長軸の方に母坑を穿ちつ、卵子を左右兩坑壁に造っ 

た卯孔內に1個宛1列に產下する。1雌の産卵數は40內外で,全部の卵子を崖 

下し終る迄に約3週間を耍する。1坑に2雌の場合は母吭は交尼室から上下に 

分れて作られ,3嶙の場合は3個の母坑が作られる。卵子は1週間乃至10日で 

頒次に孵化し・母坑とは反對に横擴がりに幼蟲坑を造る。母坑內に生じた蟲炎 

;木村は雄が絶えず%盖入孔口から外部に排出するので坑內は、常に淸掃されてゐ
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るが幼蟲坑內には蟲类が充滿してゐる。成熟した幼蟲は幼蟲坑の先端に撒如木 

屑で圍まれた格關形の蛹化室を作り,中で知化する。

,蛹期2週間內外で成蟲となり,この新成蟲は更に皮居を不規則に食害し,充 

分成熟した後7月頃から外部に飛翔し出で產卯する。之から炳:化しした幼酒は 

早きは年內に成蟲となり,發生の遲れたものは幼蟲態で越冬する。但し年1回 
發生の場合は秋期羽化してそのまル越冬して翌年初めて産卵する。前述の如く 

北海道では普通年2囘發生を行ふのであるカ;,母蟲の產卵期間が長期に互る結 

果,經過は甚だ不規則となり,樹皮下には新舊の成蟲及び老幼の幼蟲を同時に 

見られるが普通である。本種Iはエゾマッ・アカエゾマッに维殖坑を作るが棒太 

•では養料を得るためグイマツに題入することがある。

被害關係樹鈴150年以上の赖齡樹や衰弱木及び新野な倒木に好んで寄生:, 

生立木では穿孔により樹液の流動を遮斷し,之を急速に枯死させる。被’排は先 

づ槍冠部に现はれ漸次下方に及ぶのが常で.套入後3週問位を經過すれば幾分 

葉色を變じ漸次針襲が落下するに至る〇北海道及び樺太の天然林では健企木に 

寄生することは稀であるが,集約な林業の行はれる獨逸では健全木をも償し大 

害を及ぼしてゐる。被害は一般に林株又は林內の輝開した箇所に現はれ次弟に 

周幽に擴大し集盛!的に枯損木を生ずることが多い。

被害は本種軍獨で行はれることが少なく他種キクヒムシ類と共同的に行はれ 

ることが多いが,本顼は他誣に比し最も大形のあ快貝で,その食害も著しく枯死 

には:uも重要な役割を演ずる。エゾマツ林に於ける大害蟲のーである。

天 敵 烏類ではキッツキ類やカラ類が成蟲や幼攝を啄食する。クワクコ 

ウムシ(アリモドキ)は幼蟲時代には樹皮下を潜行しキクヒムシの幼蟲と蛹を, 

成蟲時代にはキクヒムシの放雄を捕食して甚だ有力な天敵である。アカアシホ 

ソハネカクシは樹皮下に棲息してキクヒムシ類の幼蟲や蛹を加食する。乂キリ 

ヒヒメカメムシは’キクヒムシ類の穿坑中を往復して成蟲はキクヒムシ弑］の成「 
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七・幼算はその幼蟲と蛹をお食する。ヤツバキクヒの幼蟲の寄生蜂にはキクヒ 

一・’ドリコバチやヤツバヤドリコバチ等が知られ,その他昆後近似の動物にはサ 

ソリモドキがあり幼蟲及び成轟を蛍食する。

防除法

1. 林木の健全な發育を岡り,東林に適度の的閉を保たしめることは,キク 

ヒムシ对iの増殖を抑制する上に禾要なことである。

2, 特齡木,衰勢木或は風倒木は成る可く連かに利用處分し,害蟲に壜瓶の 

二・會を與へないことが肝要である。殊に状風による大::士の風倒木の出現は本蟲

认很生の原因となるものであるから,之筈斌倒木の處分は適時に必ず實行せ 

ねばならぬ。

'3.伐採木は速かに剝皮して害暗の寄生を防止する。

4. 伐採跡地の太い枝や末木は仰木として存形し,害蟲が多數産卵した後卯J 
皮する。この害蟲の卵子・幼蟲.蛹は日光に嗥蹄すれば斃死する。

5. 被吿林木は伐採劉皮し,寄生してゐる害蟲が成暗態なれば樹皮と共に焼 

却する。

6. 被害多き際には生立木を伐倒して餌木を設け,害蟲が多數容生した後幼

:.時代を見計ひ剝皮を行あ。この何木は3.4月頃から設過するを可とする。 

(紂論第10章,第2節,Hを參照) .

5. ホシガタキク匕 Pityogencs chalcographus Linne 

アイザワホシガタキク匕 Pityogenes aizawai Kono 
鞘翅目 キクヒムシ科

形 態 ホシガタキクヒは長圓筒形を呈し黑褊色,光澤を有する。雄の額 

には顆粒•突起を具'人,哋の額には大形の半回形の凹陷がある。翅鞘には細な點 

刻を冇し,後部は縫合線に沿ひ深い凹みを有する。その內側に雄では鋭い3個 

"り突起を具へ,U惟では鈍い痛起を有する。惯長2mm內外。 •
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アイザワホシガタキクヒはホシガタキクヒに 

酷似・するが閥の幅廣く前頭部に三日月形〇:: 

を有することにより區別されろ。

加害植物 エゾマッ,アカエゾマッ,テウセ 

ンマッ,グイマッ,バンクシアナマッ,ハヒマ 

ッ等。

經過習性 兩莉共北海道では普通年2囘の發 

生を行ひ,越冬した成蟲は4. 5月に飛翔I出・こ 

生立木に飾入し產卵する。第1囘の成蟲は7月 

中旬頃から8月に,第2囘の成蟲は9月下旬頃 

から現はれる。卵期10日,幼蟲期20日,蛹期10

日間位で一世代の完了に40日內外を要する。しかし北海道の北都,高山地带‘ 

粘太では年1囘發生で,6月乃至7月上句に初めて飛翔し立木に產卯する。

好んで枝や冠梢部の樹皮の薄い部に容生し,穿孔は星;伏片で・坑は交屋尖［ 

中心にして3—6個放射狀に造られる。幼蟲坑は密に並行して1母:坑に20 2.5f,'I 
位造られる。交尾;や產卵の習性はヤツバキクヒと同樣である。秋期に羽化した 

成蟲はそのまゝ樹閲內で越冬する〇本種の食饨はPicca, Pinus, Larixの3屑に反 

るが坟も好んでエゾマツ及びアカエゾマツに寄生し稀にカラマツを轟食する。

被害關係 本種は衰弱木のみならす幼壯の健全木をも襲ひ生理的に大房・士及 

ぼす。健全木では木蟲のため冠梢部のみ・｛古花することがある。又この害蟲ノ吋 

生により衰勢に傾いた樹木は更に2次的に他嵇キクヒムシに襲はれ全糊肥の枯 

死を惹起することがある。北海道では屢々ヤツバキクヒの先哪(をなしてゐる, 

天 敵ヤツバキクヒと同樣である。

防除法

被害木は速かに伐採利用し,吿蟲の寄生してゐる梢頭部や枝條は焼却するを

第!1 0]
ホシガグキクヒ

耍する。
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g, トドマツキク匕 Polygraphus proximtis Blandford
鞘翅目 キクヒムシ科

形 態席’は光澤なき黑色,灰褐色の題 

毛を密生するe隅伯の末端節は略卵形を呈し 

口平,中間節は6個より成る。前胸昔は先端 

に至るに從ひ强<狭細となり細點刻を密布す 

る。却たは黑色でめるが先端部は少し・く赤味 

を帯び細かな呼塚列を具ふ。閥艮2.6 — 3.6mm。

加害植物トドマツ,エゾマツ,•タウシラ 

ベ,テウセンハリモミ,テッ センカラマツ, 

アカマツ。

經過習性 本莉はキクビムシ類中早期の發

皿で,越冬した成蟲は北海道では3月下旬頃から心現するが,發生の最盛期

第13圖

トドマッキクヒの蝕戒

は4—5月頃でおる。•幹部・枝部を 

撰ばず寄生し樹皮下を:©材部に 

沿ふて穿孔する。科坑の形狀は 

普通複横坑で2匹の雌は交尾Z室 

か盲左右に分れて穿孔する。多 

くは年2囘の發生を行ふものの 

如く普通は成蟲態で越冬する。

本種は全然2次的害蟲で,本 

道では最も好んでトドマツの衰 

勢木や新衅な倒木に寄生して枯 

死を促進し,又樹皮の腐朽を早
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める。尙ほアカマツ・エゾマツにも寄生することがあるが稀である。

防除法

略ヤツバキクヒと同樣で良いが,何木は3月中旬迄に股置を了しなければ左 

らぬ。

7•匕ゲナガカミキリ Monochamus grandis Waterhouse
制翅目 カミキリムシ科

異名 トドマツヒゲナガカミキリ

形 態 雄の避は黑色であるが灰色の微毛で初はれ前胸部の兩側には大汇

の棘狀突起を具へ,その後部に黄色又は白色の1縱條がある。觸角は睛•艮の2 

第14圖 ヒゲナガカミキリ

I・雄, 2.雌
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傍半。雌は僻:形雄と同氛であるが隅佑は値を僅かに超過し,各西の大部は灰色 

を上する。翅辑には普通灰黄乂は灰色の不規則な斑紋セ多數具へ,この斑紋は

M日の中央部及び、中央後に斜橫帶を形成する。價長2 — Omm。幼鈕の老熟し

たZのは淡黄色で胸背根には波狀の調色紋がある。大なるは俺長7°mm內外

に建する。

第15圖

ヒゲナカ・カミキリの幼點

加密植物トドマツ,チゾマッ,モミ,

幾過習性成蟲はG月から9月に 

か0・て現はれ,幹の樹皮を唬んで傷 

痘・を多數に作り,そこに產卵管を挿 

入’て卵子を內皮部に1粒宛席・下す

る。卯子は數日後に斬:化して漸次樹皮下に喰ひ入り,初めは長い波狀又は渦卷 - 

マッ,カラマツ。

第16圖

づ皮下に於けるヒゲナガカミキリ 

幼細の触疫 イ・蠢人孔

狀の穿道を造る。この穿道は一部は邊材・に他 

部は內皮に存し,孑L內には木屑と蟲我が歷識 

に充滿する。可成生長してから材の中心に向 

って深く盛入し,次いで村の主軸つ方向に•轉 

じ縱孔を穿つ,老熟した幼蟲は5月頃から再 

び外部に近い樹皮下に來て粗い繊維質物や木 

椚で孔の前後を滿たし,中で蛹化する。羽化 

した成蟲は樹皮に四孔を穿って外部に脫出し, 

產卵のため好んで新鮮な伐倒木や風倒木に集 

來する。成蟲は樹皮を食物とし,トドマツ•エ 

ゾマッ.モミの如き寄生植物以タトマッ•カラ 

マッの樹皮をも喘食する。經過は充分明かに 

せられてゐないが2年に1囘の發生を行ふら 

しい〇
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被害關係 本稲は老木・衰勢木・新歸な倒木に好んで寄生るすが,又健全木に 

も寄生することがある。生理的にも工英的にも頗る冇吿で被害樹は遂には枯延 

し又風舊のため挫折することが多、い。成蟲は時に撤食のため阳!近に存するマッ 

或はカラマツに來て樹皮を夜食し之を祜死せしめて大吿:を及ぼすことがある。

防除法

1.林內の不健全木は速かに伐採削用するを可と寺@。

2- 6月から8月に亙り何木を設置して産卵させ,9月頃に剝皮を行ふ。剝 

皮する丈で幼雄は死滅する。

3- 6冃頃から8月にかけ樹幹を檢すれば,本蟲の寄生を受けた朋皮には爪 

痕の如き產卯孔が多數に認められる。か、る樹木は被吿の進行せざる內に伐採 

利用するのが彳辱策である。

4.出來る丈成蟲の捕殺を實行する。

5・夏季に於ける伐採木は速かに創皮を行ふ必要がある。

&ヨツボシ匕ゲナガカミキリ Monochamus rosenmiilleri Ccdcrjelm
鞘翅目 カミキリムシ科

形 態 股はやゝ光澤ある黑色で,雄では翅勒の先端部に淡黄色の以毛,:. 

密生し,雌では翅粘の中央部に淡黄色の斑紋を多數散在するが,その內2.3伯 

宛が集り不整形の4紋を形成する。雄の觸角は閥長の2倍,雌のそれは間より 

少しく長い〇憶長20一30mmo
加害植物エゾマ丫,トドマツ,グイマッ。

經過習性 成蟲は6月中旬から發生し9月に及んでゐる。發生の最盛期は7 
月中旬乃至8月中旬である。雌は樹幹つ主に地上から3 m位の間の部分の徂だ 

を雷み長さ8 mm位のレンズ狀の傷痕を多數に作り,そこに產卵管を押入Lて 

1新宛卵子を產下する。孵化した幼蟲は樹皮下を不規則に廣く或は蛇行狀に食 

害して成長するが,この穿道は內皮と透材の表面を侵し內部には粉狀の蟲莢と

第17囲

ョツボシヒゲナガカミキリ

I. 堆,2.雌

第18圖

ョツボシヒゲナガカミキリ 

の食害狀威模型圖

イ・幼蟲による樹皮下

の扁平触孔

ロ ・幼蟲の蠢入孔

ハ・蛹室

二・戌盅の脫出孔(羽

化孔)



48

木屑が堅緻に充滿する。晚秋幼尚は材部に4—5cmの深さに穿入Lて越冬し,・ヾ: 

春再び材部から樹皮部に現はれ樹皮下を不規則に食害する。この時期には樹皮 

に小孔を開き,之より木屑を排出する。秋期心材部に向って深く題入し次いで 

主軸の方向に穿孔する。老熟したものは樹皮の方向に穿孔し,穿道の末立.'"： 

、廣い緬化室を作り,粗い繊維質の木屑で孔の前後を塞いで中で蛹化する。は 

化した成蟲は樹皮に同孔を穿って外部に脫出する。成蟲は産卵前打食のたY套 

何植物の枝條や針葉を將食・する。普通は2年に1囘の發生を行ふらしい。

被害關係 本性はヒゲナガカミキリと同樣に主に衰弱木や新鲜な倒木に寄生 

し,生理的及び工墊的に大害を及ぼす。北海道では中.北部のエゾマッ林に多 

く級息する。風害跡地や夏町］伐採地には此の存jの蟲吿を惹起することカ:多い。

防除法

前種に率する。

9.マツザイシバン厶シ Er no bins mollis Linne
軸翅目 シバンムシ科

形 態 全般栗色で,黃色の微毛を生じ,小祐板には灰色の微毛を密生す 

るC頭部は前胸部より少しく幅狹く小點刻を密布する。雄の陶角は隘長の半を 

少しく超え,雌では雄より少しく短い。前胸都は長さより幅が遙かに大で,兩 

側は强く回味を帶び,背面には小點刻を密布してゐる。翅勒の兩側は路々平行 

で,小點刻を密布する。鬲長3.5—6mm。

加害植物 エゾマッ,トドマツ,モミ,クウヒ,カラマツ等の金1•葉樹の乾材。

經過習性 本蟲の我か國に於ける經過及び習性に就ては詳にせられてゐない 

が,成蟲の羽化し出るのは7,8月頃である。幼制iは枯木の樹皮下又は邊材部, 

時には家具,板等の加工材にも容生し穿孔する。幼蟲孔は不規則に迂曲L穿超 

內には白粉が充滿する。穿道の末编には稽々廣い蛹室が材の長軸に並行して作 

られ,この中で蛹化する。羽化した成蟲.は材の率面に臣筷3mm內外の圓孔を
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玄って外部に脫出する。本蟲は

生木に寄生することなく,全然

工藝的の吿蟲である。

昉除法

1.貯木所の木片や廃棄村は

害遇の潜伏所となるから速力、に

處分し,常に淸潔に保ち置くこ

小以・刻を有する。

う角は口吻の基部:ーの箇所から生ずる。前胸背板は長さより幅廣く側方關味 

を帶び,中央に1縱溝を具へ,粗大な點刻を密布する。翅鞘は幅の約1・倍長 

',兩側は殆んど平行し規则正しい點刻列を存し,間室は平坦で1乃至2列の

之が必要である。

2.被吿材・には獨逸で創製せ

4.標本室內に陳列する材の標本等には,鹽加亞鎧や弗化ナトリウムを施せ 

は二の化:蟲の寄生を防ぐことが出來る。

ら,几商品となってゐるキシラモ 

ンと剳する殺蟲劑を村の表面に

な妹するのが有効である。

•3.加熱殺蟲法を實行するのも良い(總踰の都渉照)。

加害植物エゾマッ。

10. ハラダチヨツキリ Rhynchites haradai Kono 
勒翅目 ザウビムシ科

經過習性 詳かにせられてゐないが成蟲は6月頃に出現し,エゾマツの新稍

形 態 悶は綠靑色,閤:下は上面より暗色を呈する。懼長3.2乃至4mm, ロ 

勿は甚だ細長く,頭・胸部を合した長さより•遙かに長く少しく下方に彎曲する。

I.成&, 2.幼蟲
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に圓い小孔を穿って食害する。又雌蟲は產卵のため新梢に搖籃を作製する。即 

ち雌蟲は先づ新梢の輩部近くに深い切れ目を入れて先端部を下垂させ,次いで

防除法

口吻で下垂部に穿孔し,孔中に1個の卵子を產下 

する。產卵終了後,基部近くへ戾り,下垂部を切 

斷して落下さす。かくして產卵のため多數の汗 

槍を切斷する。

攝食のための穿孔にょり新梢は屢々この部から 

折れて下垂し枯死する。かくて,この害蟲の發生 

の多い際には,攝食と產卵のため新梢は悉く按新 

せられ,枯稲するに至る。被害木は新芽を害せ・ら 

れるため甚だしく生長を阻害せられ,又 嘗 

しく不齊となる。この被害は特に日當りの良好な 

幼齡林に多い。

1.エゾマツの造林地に於ては肚齡に達する迄上木を.置き,適度の惜!用を保 

たしめることは,本蟲のみならずエゾマツカサアブラ等の被吿を徐防する上に

肝要なことである。 y

2. 6月中旬乃至下旬頃に搖籃を集めて燧却する。

3. 6月頃成蟲の捕殺を勵行する。

11.トド ノネオホワタムシ Prociphilus oriens Mordvilko
有吻目 ?タムシ科

綿蟲や解蟲類は他の昆蟲類とは著しく異なった生活を行ふもので,トド/ 

ネオホワタムシに就いて述べるに先立ち,便宜上これ等の害蟲の生活を概志; 

る〇

綿蟲や睡蟲は卵子の狀態でj成冬し,翌春孵化して仔蟲を生ずるが,これが二 
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回脫皮して生長し,幹母と稱せられる無翅胎生雌蟲となり,革爲生旭によって仔 

乏を產む。寄主を轉換する桢頌では移動雌蟲と呼ばれる有翅胎生雌蟲を生じ’ 

他の植物に移轉して仔蟲を胎生する。この仔蟲が生長したものは無翅昭生雌蟲 

となり,以期の間多くの・世代を繰返す。又他に移轉する種［類では秋期に,右翅 

の胎生雌岡を生する。晚秋に至って冇性蟲即あ雌•雄を生じ交尾の後產卵する。

次にトドノネオホワタムシに就いて說明する。

形態幹母は暗規色で背面に數個の無帶がある。哎部は白色の細狀の分 

泌物で蔽はれる。觸的は短大,髄長3.8mm位。移動噂は腹面白色の綁狀分泌 

勺で密に蔽はれ,透明な2双の題を具へ,觸布は將長の約;-,牍長4.2—4.Smm。 

顷胎生雌猫は淡黄綠色で綿狀物"し,頭部・觸角.脚は暗色〇觸角は體長 

の半に達しない〇牍長1.4mm位〇右 

切怡生雌蟲は移毗雌過と色澤は同樣 

であるが,觸他は禮長の半を少しく 

溜園する。閥長3.2—3.4mm。有性蟲 

の雌は俺の大部は黃綠,眼は赤色,. 

拓长1.2mm］立。雄はInin】位。卵は椅 

［』形,長徑1mm,淡褐色で褐色の點 

狀紋を有する。

加害植物トドマツ,ヤチダモ,プ 

オダモ,シホジ,トネリコ,テウセ 

ントネリコ,コバノトネリコ,ハ

經過習性

第21圖

トドノネオホワタムシ 

(第4代思)

シドイ等。

卵子の狀態で越冬し,4月中旬から6月上旬にかけて仔蟲が孵化し

出る。この仔蟲はヤチダモ・アオダモ等の濶葉樹の新芽や新葉の裹面に奇生し,

養液を吸收して生長し幹母となる。幹母は葉裏に多數の仔蟲を胎生し,これ 

,:•久葉から養液を吸收し,成熟したものは第2世代の移動雌蟲となる。かやう
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にして2世代に亙る多數の害蟲が加吿するため,被吿莱は刺戦によって裏面に 

捲縮し,遂に・鸟の巢狀の借瘻を形成する。移動離舔は6月下旬から7月上旬に

第22图

トドノネオホワタムシの寄 

生により生じたるヤチダモ 
の鳥弟狀戏瘻。

かけ濶葉樹を辭してトドマツに移怫し,根際に 

來て30匹內外の仔蟲を胎生する(第3 •低代鉗)。

この仔蟲は土中に潜入して根から樹液を吸收 

し,成熟して無翅の雌蟲となる。かやうな生活 

を夏期の間土中で繰返すが,9月下旬頃から布 

翅胎生雌蟲が現はれてトドマツの根を去り地上 

に飛び出してヤチダモ・アオダモ・ハシドイ勞;を 

搜して,その樹皮の裂け目や冬芽の周【用に無・坦 

の雌雄を數匹胎生する。この雌雄は交兄後樹皮 

の裂け目等に卵子を產下し,卵の上而を綿狀の 

分泌物で被茂する。卵子はそのまゝ越冬しユ!春

斬化する。本攝はヤチダモ・アオダモ・ハシドイ以外,之等と同一•科に屬するラ

第23圖

I 
トドノネオホワタムシ

の經過圖

〇卵

□幹・母

〇第2世代致無翅胎生雜组) 

印移動難哉(冇玆胎生雌毋) 

田第3世代础(無翅胎«3i) 
□第4世代鼬(有翅産性蟲5

合雄, キ雌

加害期間 
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イラツク.イボタ.レンギョウにも移住することが多いが,ライラック•イボタ等 

に產下された卵から生じたものは生育し得す死滅する。

讓害關係 潮葉樹では新芽や新葉が破されるため生艮が阻吿される。著しい 

•つは夏期中トドマツの蒙る吿で,トドマツの生育期間中,主に主根や太い側根に 

寄生して樹液を吸收さるため樹木は生長を阻吿:せられ,活浩不充分な新植苗木 

では往々枯死することがある。又これ等の衰勢木を好むキクヒムシやザウムシ 

の如き2次的害撷の被害を誘發することもある。被害部は縦裂を生じ,或は扁 

平になる等崎形を呈する旧至ることが多い。この被害は苗囤等の幼齢木に多い 

が又壯齢樹も吿せられる。一般に良好な土地に生育する蚀全な襟林には,この 

飾の被吿の發生が少ない。

敵ヒラタアブ・クサカゲロウ•テントウムシ類・飾蛛類等がある。

防除法

1.トドマツとヤチダモ・アオダモ・ハシドイ等,中間寄主となる樹木を混植 

することは避けねばならぬ。

2 苗岡ではトドマツとヤチダモ.アオダモ等の-苗木は可成隔離して養成す 

る必要がある。

3.ライラック・イボタの如き僞寄主をトドマツ苗岡,或は森林附近に植栽 

する時は被害を輕城することが出來る。

4•樹木の長大ならざる場合には,4月から5月中旬頃に吿蟲の寄生してゐ 

る枝葉を截り取り,焼却するを可とする。

5.トドマツの根に寄生してゐる害蟲を驅除することは困難で,被害樹と共 

に掘取り焼却する外良法はない。

12»トドマツオホアブラ Cinara todocolus Inouj'e 
有翅目 アブラムシ科

形 態無翅治生雌蟲は暗綠色で頭部は褐色。複眼は喑赤色,繭角及び脚
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は褐色,價形は略々卵形で腹部の中央が技も尚廣い。右翅胎生雌蟲は頭部祕色, 

胸部は帶綠の暗祸色,腹部は暗綠色,脚及び觸他は福色。翅は楊色を帶びた透 

明で,緣紋は灰色で長く肅廣い。脈は黄楊色,閥長3.4mm。

加害植物トドマツ。

經過習性 越冬した卵子は5月上旬乃至中旬から炳:化し,6月上旬乃至中旬 

に至って幹母が出現する。第1世代は悉く無翅胎生雌蟲で,單性で第2世代蟲を 

胎生する。第2世代蟲は有翅又は無翅で,7月上旬乃至中旬に成蟲となる。この 

第2世代の冇翅胎生雌療はトドマツの異株に移動しく無翅胎生雌蟲は從來の容 

主上に在って,夫々無翅の第3世代蟲を胎生する。しかし稀には第3世代のー 

部に有翅蟲を生ずることがある。第3世代以上は無題の世代を重ね11月上旬に 

至って雌雄の成蟲を生する。雄は有翅で雌は無翅である。この雌は交尾後同桂 

の他部或は異株に移動し,微小な卵子を針葉の裹面に產附する。1雌の產卵立 

は2—6個である。本種は春より晚秋に至る迄多數トドマツの幹上に群棲して楊 

旅を吸收する。蟻類の保護を受けること多く,雇々土英で被故せられてゐる。

被害關係 本蟲は主としてトドマツの幼|鈴木に寄生し,林木の生長を阻’存す 

る。殊に植栽後幾何もなく本蟲の寄生を蒙る時の吿が箸しく,連年多數の饴尘 

を蒙る時は,樹勢甚だしく衰へ遂には枯死することがある。本被害は碎閉の催 

開した幼齡の單純林に發現することが多い。

天 敵 トドノネオホワクムシに於けると同様であるが,寄生蜂にはキバ 

ラオホアプラバチ等が知られてゐる。

防・除法

1•本蟲の被害は欝閉の破られた幼齢のトドマツ單純林に多い故,針・潤の 

混淆林を造成し適度の醇閉を保たしめることは,本被害の球防上重要なことで 

ある〇

2.事情が許せばデリス劑•硫酸ニコチン・煙草粉或は除蟲菊粉の如き接島

期の撒布も有効である。

【附】トドマツに寄生する解蟲・nにはこの外’トドミドリオホアブラ7。屍 

；-：1.nus abietis Matsumura»ハネナガオホアブラ Cinara longipcnnis Matsumura 等 

數袱があるが,造林地に於て著害を及ぼすのは本秋である。

13. エゾマツオホアブラ Cinara ezoana Inouye 
冇吻目 アブラムシ科

形 態右翅胎生雌疝は頭.胸部は暗黃揚色,腹部は黃褐色,脚.觸角は暗 

物色。備は長帯仰形で多數の長剛毛を密生し,少しく白粉で蔽はれる。觸角第 

:;3には2—6個の中形又は小形の感覺孔があり,第4節には2ー冬個の中形の回 

…感覺孔を冇する。第5節には大なる第1次感覺孔の外1又は2個の小形感覺 

孔があり,第6節には大なる第1次感覺孔がある。翅は透明で緣脈と緣^は喑 

呂色.。口吻は磴の末端に逹する〇的狀管は大で間錐形を呈し有毛である。住長 

J.Smm內外。無翅胎生雌蟲は俺色有翅胎生雌蟲と殆ど同樣で,觸角第3節には 

二WLを缺くか1個の小感覺孔を冇する。第4節には1又は2個の中形又は小 

辱ノ感覺孔を有する。第5節には大なる第1次感覺孔の外に中形の第2次感覺・ 

孔を共へることがある。第6節には大なる第1次感覺孔がある。口吻は甚だ細 

农く,閲の末端を超える。隅長2.5mm內外。

加害植物 エゾマッ,アカエゾマッ,ドイツタウヒ。

經過習性 卵子態で越冬し,5月上旬乃至中旬頃より孵化する。このものは 

パ液を吸收して成長し第I世代の幹母となる。幹母は6月上旬頃より第2世代 

二,•を腊生する。第2世代蟲には有翅胎生雌蟲と無翅胎生雌蟲を生じ,冇翅蟲は 

京近のエゾマッ樹上に移動し,無翅蟲は自己の發生箇所に於て夫々仔蟲を胎生 

;る。斯様にして夏期中多くの世代を繰返し,秋期に至って無翅の雄と雌とを 

生じ,交尾後卵子をエゾマッ葉裏に產下する。卵はそのまゝ越年し羽春に至る。

本種［は幼壯の林木の枝及び幹に寄生し,樹液を吸收して樹勢を衰へしめる。
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殊に新植後間もない幼齢樹では之がため枯死することがある。又被吿樹は塞・ 

等に對する抵抗力を滅じ,2次的被吿を蒙ることがある。

防除法

前翅に準ずる。

【附】エゾマツに寄生する炒蟲にはこの外,エゾアメイロオホアプラC峋皿 

pinicola Kaltenbach ノ ホリオホアブラ Cinara horii Inouye,ク ロ才ホアブラ Cig ： 

•vanduzei Swain等數郡が知られてゐる。

14«エゾマツカサアブラ Adeltjcs japonicus Monzen.
有吻目 力サアプラムシ科 ・

形 態 右翅の雌は帶綠の暗褐色,腹部は黃綠色,前翅は透明,脈は巷 

脚は黄綠色。殺長2.2mm,翅の開張18mm。無翅單性雌蟲は白粉を裝った町设 

褐又ほ暗綠色。隅長0.6mm。卵は微小で黃羯色を呈する。蛹は灰黄色で胸都は 

多少縊れる。閥長2mm內外。蟲瘻は普通倒卵形で表面に多數の針狀のむ片を 

右し,十見毬果に類似する。色彩は綠色又は黄綠色であが,稀に赤味を帶びる 

ものもある。 ’ •

加害植物エゾマッ,タウヒ,シットカタウヒ〇

經過習性 幼蟲態で越冬し,翌春この幼蟲は新芽に來て養液を吸收して生农 

し,3囘の脫皮を終へて無翅の雌蟲(辞母)となって,4月頃から單性的に針で 

裏に庶卵する。卵は母蟲の麗から分泌する綿樣の細毛で援はれる。5月中句か 

ら下旬に孵化した幼蟲は,開舒せんとする新芽を求めて枝上を個行し,新芽の 

內部に侵入して養液を吸收する。この刺戟によってその部は次第に肥大し,遂 

には苞果狀を呈する一節の蟲饗を生ずる。幼蟲が成熟して蛹期に達する頃,心 

瘻は乾燥して鱗片部が開孔し,中から蛹が個ひ出し,針葉上で1囘脫皮の後方 

翅の雌となる。この時期は北道海では8月下旬から9月初句にかけてである、・ 

この雌の一部は從來の寄生樹の他の部分に,他は隣接のエゾマッに移動し9 JJ 
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上旬から中旬にかけ單性的に針葉の漸に塊狀に產卵し,綿株の細毛で被股す 

る。卵は1一2週間で備化し,樹液を吸收して少しく生長した幼蟲の狀態で冬芽 

の周圍に集り,綿毛に没はれて越冬する。

被害關係 本種の被害は一般に針・潤の混淆林に少なく單純林に多い。又理 

化的性質の不良な土壤や爵閉の破開等不良な環境に生育する生活力の衰へた林 

木に被害が多く,强壯樹には少ない。樹齡に關しては老木及び稚小曲に少な<, 

幼齢樹の被害が著しい。この害蟲の寄生をうけた槌木は新芽に蟲瘻を生ずるた 

め甚だしく生長が阻害され,樹冠は不整形となり,又被害の著しいものは枯、 

死する。

防除法

1. 適地を選んで造林し,且つ潤乘樹或はカラマツとの混淆林を造成するこ 

とは,この被害を漁防する上に最も重要である。

2. 被害が甚だしく將來の發育を期待し得ない林木は速かに伐除き,蟲瘻と



共に燒却するを可とする。之は5.6月頃から8月迄の間に行ふ必斐がある。

3. 被害面頂が狭小で又被害の無微な場合には,6. 7月頃蟲缨の小形な內に 

裁取って燒却するを可とする。

4. 植栽後少く共20年位は上木によって適度に林分の的朗を保たせることは, 

下木の被害を輕減する上に必要である。

5. 長大ならぬ庭園樹等に對しては,早春若い暴母の時代に硫酸ニコチン石 

齡液或は石油乳削を撒布す歹のも冇劾である。

15• オホアカヅ匕ラタハバチ Cephalcia isshikii Takeuchi
膜翅目 ヒラタハバチ科 ・

形 態體は黑色で强い光澤を有する。側面・觸角•脚及び各腹節の左右 

兩側等は淡闱色,腹部は黒色であるが藍色の光澤を帶びる。姉は半透明で.’巳 

の光澤を仃する。中胸側及びその腹面には粗大な點刻を密如するが背面はな 

で,前方中央に存する三角區は殆んど平滑。般長13—17mm。卵子は長相皿开’; 

で成黄色,L8mm內外。幼蟲は灰黄綠色,頭部及び尾!節は黑色,多くの横槌 

有する。聽の兩側には术い灰白色の縱帶を有する。胴部の各節には横に2列・こ 

9—11個の黑紋を有する。第1節の硬皮板は黑色,その兩側に2—3個の黑紋が 

ある。備長30mm內外に達する。

加害植物タウヒ,エゾマッ。

經過習性 成也iは7月上旬から8月初めにかけて發生する。雄は飛翔するが 

雌には殆んど飛翔力なく,地中の即jから羽化した雌は食佃:木の樹幹に沿ひ登' 

し樹の上半部に存する小枝の先縱に逹し,主にその年に生じた新葉に産卵す 

る。卵子は常に針葉の基半部に葉の長軸に平行して1粒宛產下する。卵期2週 

間內外で孵化する。1小枝に生じた幼蟲は絹糸を吐いて集合し,蜘蛛の巣の如 

き巢を造り,ぞの中に棲息して針葉を食害する。孵化當時の幼蟲は附近の若芝 

を食するが漸次に巢を移し,古葉を食害するに至る。しかし幼蟲が4齡以上に
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还する頃には附近の葉は食盡されるので,幼君は巣を出でて遠くの葉をも食 

’ぶする。この際幼蟲は細糸を吐き之を足場として移動し,目的の金琲に達すれ 

ば1葉を基部から嚙切り巣中に運んで 

食する。9月下旬頃充分成艮した幼蟲 

は地上に降り土中5—15cmの深さに潜 

入し,土窩を作って中で越冬する。こ 

の幼蟲は更に1筒年を土中で經過し, 

出々年の夏に羽化するもの'如くであ 

る。蛹化は幼蟲の造った土窩內で行は 

れ,蛹期2週間內外で羽化する。

被害關係本四の被害は密生せる, 

下草を缺く純林に於て农も著しく,礴 

朗の疎開せる林分及び針.潤の混沽林 

に於ては殆んど認められない。被吿の 

輕少な樹木は部分的に枝條の枯死を來

「に止まるが,被佑の著しきものは全樹の枯死を招く »本蟲は曾って後志地方 

の柩偽4〇年餘のドイツタウヒ林に大發生を行ひ大害を及ぼして8る。

防除法

1. 適度の間伐を行ひ,森林を疎雨せしむる事は本被害の後防上正耍である。

2. 幼蟲の群棲する巢を戒り取る。

3. 越年中の幼蟲を掘取る。或は單に掘返すことにより大部は斃死する。

4. 被吿面積大ならざる際には,樹幹にライム或はタールの如きものを塗抹 

し成暗の登擧を遮斷することも、出來るe

5. 幼地はイザリャ菌の寄生を受けて斃れることが多い故,之が利用を圖る

必要がある。
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第II章カラマツ類の害蟲

1•マ匕マ匕ガ(幼蟲:プランコケムシ)Lymantria dispar Linne 
鱗翅目 ドクガ科

形 態 雌は传翅黃白色で,前翅の前絃・近く屈曲した4個の滅を有し, 

その內1個は’’く,,の字形で最大である。翅の開張60mm內外。雄は灰神色マ

前翅に濃褐色の斑紋を箱・する。翅の開張40mm內外 

幼思は全閥に剛毛を多數生じ,幼齡のものは無色で 

背面に黄色の!^紋を冇する。老齡のものは黑色に去 

黄色の不規則な职攻を撒布し,胴部各節の背面には 

2個宛の痛起を有し,その中,前部の第3節までう 

ものは靑色,他は赤色である。閱長60mm位。知は 

赤初色で帶紅色の簇毛を處々に生ずる°

加害植物カラマツ,クヌギ,コナラ,クリ,ヵ 

キ,ニレ,エノキ,イタヤ,ハンノキ,カツラ,ヤ 

ナギ,サクラ,リンゴ,ウメ,フジその他草本知を 

合すれぱ百餘種に達する。

經過習性 年1囘の發生で,卵子態で冬越し4月 

中旬から5月上旬にかけて孵化する。幼齢の幼心 

は晝間は葉裏に靜止し,又4齢を過ぎたものは畫

第26圖 間は主に弊上に靜止し,夕刻から葉上に這ひ出で

ブランコケムシ 葉を暴食する。幼齢の幼蟲が分散するには,糸を吐

いて垂下し風力により離散するので,ブランコケムシの名がある。老熟したこ’:'.： 

蟲は7月上旬頃から枝や葉に糸を張って蛹化する。成蟲は北海道では7月中切
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頃から發生する。雄蛾は書間樹陰を活澄に聶舞する習性がある故,舞士蛾と稱 

一こられろ。!!谁蛾は多數の卵子を主に捋の樹皮上に塊狀に產附L,その表面を自

己の閥:毛で被覆する。卵塊は低所に産附されることが多く,高きも地上3mを 

啓丁ことは稀である。この卵子は翌春に至って斬:化する。蛾はよく燈火に飛來 

する。本縱の經過表は次の如くである。

+成蟲,•卵,一幼蟲,'Ml,-—加害期間’

月次
I 11 IK IV V VI

ヽ »

VII 印 丑 X

第1年 4 t ■
■ •

第2年 - •t

被害關係 本種は遍だ雑食性であるが,森林植物中好んで食害するのはカラ 

マッ及びクヌギ,コナラ等の落葉カシ類である。發生の多い際には全樹の綠葉
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が食盡される。この被害のため枯死を招くことはないが,著しく生たが害され 

る。本蟲は我が國では大約11年內外の周听ご大發生することが知られ,凰々・, 

ラマツ林に大害を及ぼしてゐる。

天 敵 ホトトギスやクワクコウ等は幼轟を加食し,五十很は好んで卵子 

を啄食する。

寄生昆蠢類では卵子にプランコルリタマゴバチ・プランコタマゴバチ・クハ 

ナコ・バチ等が寄生し,幼蟲にはブランコサムライコマユバチ等のコマユバテれ［ 

その他ヤドリバヘ・プランコハリバヘ等の寄生蛹類があり,蛹にはブランコフ 

シオナガヒメバチ.キアシフシオナガヒメバチ等のヒメバチ類が多數知られて 

ゐる〇 ,

防除法

1. 秋から早春にかけ卵塊の採集を行ふのが最も良法である。而して採集し 

た卵塊は益蟲保護器に收容し,寄生蜂を脫出させることが望ましい。

2. 離化當時の群棲してゐる幼蟲を捕殺する。

3. 成场の發生期に燈火誘殺を行ふ。

2•カラマツツツミノガ(幼攝:カラマツツツミノムシ) 

Coleophora laricella Hubner 
鱗翅目 ッツガ科

形 態 體翅は喑灰色で絹糸樣の光澤を有し,翅は細長く長い絳毛を冇 

してゐる。觸角は體と殆ど同長で暗灰色,雄では濃淡の斑がある。翅の開貝 

9 mm。卵は黃色,0.2mm位。幼蟲は胴部赤褐,頭部及硬皮板は喑褐,腹脚は 

退化してゐる。常に黃褐色の筒囊中に住する。體長5mm位。

被害植物カラマツ類。

經過習性 年1回の發生で成蟲は5. 6月から發生し針葉上に1個宛崖卵十 

る。卵期約2週間で孵化し,幼掘は直ちに針葉內に食ひ入り內部を食害する。
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芬生を攵けた針莱は,卵の附着してゐた反對面に淡色の斑紋が現はれ‘之を光 

.K透して見れば內部に幼蟲が認められる。9月頃には針葉の先端近くに3—4 

mmの白色管狀の穿孔部が現はれる。秋期針葉の落下する前に,幼蟲は針葉せ 

食ひ切り倚狀となし,この中に入って一端 

から頭・胸部を出して自由に移動し他端から 

は斐を排出する。かくて晩秋短枝の基都の 

分披部或は印皮の即等に群集し,筒を固定 

して越冬する。翌春4.5月頃から新芽に集 

り之を穿って食する。幼蟲は筒に入ったま 

、術な斜薬を求めて移動するカ,幼蟲の成 

•長rるに從ひ,針葉には大なる長い孔が穿 

たれるc老熟したものは5月中旬頃から葉 

上に筒を固着させ,中で蛹化する。蛹期7 

日位で羽化する。

被害關係 被吿览は多く先端部が赤福色 

に變じて枯死するが,甚だしきは全樹全く 

绿葉を失ふことがある。殊に春期に於ける 

被害が皆しい。之がため枯死することはな 

いが,生長が害せられる。

天 敵 カラ類.ムシクヒの如き小禽類は本蟲を啄食することが多い。

防除法

1. 越冬期に群集してゐる幼蟲を,粗皮と共に採集し焼却する。

2. 樹木が長大ならず又被害が小範圍の場合に讣,砒酸鉛の如き毒•劑の撒布 

二有効である。
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3・ナガチャコガネ(幼蟲:ネキリムシ,のノジムシ)

HeptophyIla picea Motschulsky 
勒翅目 コガネムシ科 

異名キイ:J nガネ,キコガネ

形態成蟲は光澤ある赤褐色で翅勒は黃色を帶び,不鲜明な縦線を

る。備長1〇ー13mm。卵は白色,短郴仙形,斐徑i.2mm。幼蟲は頭部黃揭色, 

婀部は灰白色,各節に數條の横皺を冇し,常にC形に箕曲する。値長20—25m° 
蛹は淡初色で揃Ifl!形の土窩中に在る。備長10mm內外。

加害植物カラマツ,トドマツ,エゾマッ,アカマツ,クロマツ,スギ,ヒ 

ノキ,ヒバ,イチヰ,コウヤマキ等。

經過習性成蟲は早きは6月下句低現はれるカ;,多くは7月上わから羽化し 

發生の最盛期は7月下旬である。成蟲は志間地中に潜み,1日中に外界へ出｝旦 

するのは主に午後8時から8時に至る黄昏時である。地表近くを盛んに飛翔

イ・成破 〇.幼縱ハ・カラマツ被害苗

し,交尾後再び地中に潜入して,地下6乃至9cmの處に卵子を點々產下する〇

2—3週日で孵化し,幼蟲は上記の如き樹木の根を食害して生長する。1〇月頃に 
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地中深く潜入して越冬する。越冬箇所の深さは多くは15—20cm,深きは35cm, 

位に達する。垄祥4月頃に再び地表近くに移動して根を食害し,6月上旬頃地 

中に土華作り,幼蟲の脫殻內で蛹化する。經過は下表の品くである。

+成廣,•卵,-幼电・-蛹,一加4;:期間。

n次

单次
I n ■ IV V K X

第1年
| t + + + 

• • •
+ 
二——

__J

第2用
七 1——

—e
_ ■ __

幼蟲の好食するのは針葉樹であるが,又潤乘樹の根も多少食咨する。成蟲は 

茂物を攝ることが少ないが,草本類を食とすることがあり,稻葉を食害するこ 

ともある。成僦は僅かに燈火に誘引される。

被害關係 苗同に於ける各種の針葉樹の苗木に著しい被害を及ぼし,北海道 

ではカラマツ苗木に坡も被吿が多い。被害程度は幼小のもの程甚だしく,1年 

生の稚:苗では主根が嚙み切られるため,殆んど凡・て枯死する。2年生以上のも 

のでは枯死率は減少するが,根部の樹皮が食灰剝がされ,又鉗根セ食ひ切られ 

たるため甚だしく生長が阻害される。食密甚だしき時は長大な樹木でも枯死す 

ることがある。本蟲の:被密は幼蟲時代のみで,成蟲による林木の被害は全然

ない。 •

天 敵 コガネムシ類の天敵にはタヌキ•イタチ•ヂネズミ•カツモリ・朕 

の如き哺乳動物,鳥類ではムクドリ・コムクドリ・シジウカラ等の燕很目に厲 

するもの,カケス.フ久口ウの他無の如き家禽があり,昆蟲類ではツチバチ科, 

ヤドリバヘ科に屬する寄生蟲類やムシヒキアブ科•ヲサムシ科•アリ科に屬す 

る捕食過類の多くが知られ,・の他クモ類・寄生性線蟲類•原生動物•菌類・細 

打:ji中にもコガネムシ類を蛍すもののあることが知られてゐる。しかし之等の
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中コガネムシ類の増殖を制限する上に有力で又利用の可能性の多いのは烏い中 

の數砥ムシヒキアプ類•ツチバチ類及び寄生蝇類である。殊にシホヤ丁ブは 

成蟲幼遏共にコガネムシ類を捕食すること多く頗る有力な天敵である。

防除法

L I巾］珈に永年間同一樹袱を柿:栽すれば本盗の發生を招き易い故,輪作或は 

休閑を行ふが良い。休閑地にルービンを栽培すれば,コガネムシ類の發生を防 

止する効ありと云ふ。

2. 肥料としてヒトデ粕を施す時は,額から生ずる有毒成びによD缶:蟲はエ 

死する。又堆肥にハナヒリノキの葉を混ずれば發生防止の効ありと:消はれる。 

(ヒトデ新は海岸地方の漁業組合に依頼し入手し得る)

3. 小面植の被害地には二硫化炭素原液を郷 につき72gr,又は二硫化•糾; 

乳劑をlmーにつき8kg,或はパラヂクロールベンゾールを!m2にっき45gr、っ 

割に。月頃から10月迄:D間両地に施す。この法は經済上大面秋の被吿地には施 

行し難い。 •

4・黃昏地中から現はれた成蟲を捕蟲網等を用ひて捕殺する〇

5. 秋期苗木の掘取り假植を行ふ際及び春期移植の際に幼糊を加殺する〇

6. 天敵の保護利用を圖る。病原歯の捌劑を撒布する(總龄,第皿章,第曾 

節參照)。又鳥類の保護繁殖のため林內に巢箱を設置することの必要に’就ては 

旣述の如くである。羯はコガネムシ類を好食する故,岡地を耕起した際に之を 

放飼して害蟲を啄食させることは,場合によっては實行し得る方法である。

シホやアプは夏期維草や樹幹等に白色泡狀の蠟質物で被彼せられてゐる卵塊 

を産附する。故にこの卵塊を多數に採集し,之を底を金網張にした葢付小函に 

分收し,苗圃の處々に地上30cm位の高さに置き,孵化した幼蟲を地中に潜入 

させるを可とする’。～

寄生蠅類中成蟲に寄生するものには,’コガネムシの前胸背に白色の卵子を冷 
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对るものがある。かゝる被寄生害蟲は,そのまゝ放置するを可とする。

4. スヂコガネ Anomala testaceipes Motschulsky 
勒姉目 コガネムシ科

形 態循は暗綠色を呈し多少金色の光滓がある。翅勒'は嗜綠色,赤褐也, 

用赤色等色彩の變化が多い。各翅に4條の顯・な燄隆線を有し,この線は强い 

光恥有するが間室は細網狀に點刻せられ光潭に乏しい。腹而は暗綵,褐色を 

呈するものが多い。憫長14—19mm。卵は乳白色,短篇間形’長徑2mm・幼 

うは［侦部乳白色,頭部は黃掲色でC形に忏曲する。恨長30mm餘に達する。

加害植物カラマツ,スギ,ヒノキ,マッ,アカマツ,クロマ’ソ,サヮフ, 

ヮラビの葉及び幼根,その他麥類,大豆,蔬菜類の根を食する。、

經過習性北道海では］世代の完了に滿3ヶ年を・要する。成蟲は7月上旬か 

ら8月下旬にかけて發生し,その址盛期は7月下旬である。雌は交尾後度々地 

中に潜入して産卵する。卵囲は3週間位で, 

仍化した幼蟲は土壊中の腐植質物を食して 

生育し,秋期幼齢のまゝ地中深く潜入して越 

多する。翌イ・再び地表近くに來て肉植質物の 

外,生植物の根を食害し,可成成艮した幼蟲態 

で越年する〇次年の春期には短期間根を食害 

した後,地下3乃至5cmの處に土窩を作り, 

申で1週間後に姉化する。蛹期2週間で羽化 

する。成蟲は黄杼から夜間に活潑に活動し 

よく燈火に飛來する。成蟲は前記の如き針葉 

樹の葉を食するが,北海道では最も好んでカ 

ラマツと蕨を暴食する。

第30圖

スヂコ

被害關係・發生多き際,カラマツの如きは屬々全葉を食盡されることがおる
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が枯死することは稀である。しかし之力:ため甚だしく生長が吿せられる。スニ 

ヒノキ等の常綠針葉樹では食害甚だしき時は枯死することがある。幼业こ・ 

林木の根の被害はさして著しくないが巖作物には著吿:があり,北海道では明m 

4年以來釧路・根室・十勝等の農地に於て屢々密大な被吿を蒙ってゐる。•心 

のみならす一般に加mala風のものは,冇援質に富む深い砂質土壊や火山・号 

に發生することが多い。

天,敵ナガチャコガネと殆んど同樣であるが,幼遍には黑彊苗・や赤け 

の寄生することが知られてゐる。

防除法 ’

1.成瞄は强い熟光性を有する故,燈火誘殺を行ふことが出來る。務に湼W 

な日を選び,日沒後間もなく實行するのが有効である。 «

1.早初成蟲の巡動の不活滋な時,樹下に進或は布を敷き,樹上の仙を:仕 

に拂ひ落して集・般するを可とする。他はナガチャ コガネに萍｛する〇

5• オホスヂコガネ Anomala costata Hope 
糊翅目 コガネムシ科

形 態 般は暗綠色乃至藍黑色。翅鞘は全㈱ 

弱い光澤を有し,’喑綠色,赤銅色,黄褐色等色て 

の變化が多い。將長I7mm內外。本種はスヂコホ 

ネに酷似するが,翅鞘は間室も强い光澤をむす:； 

ことによって容易に區別される。

加害植物カラマツ,モミ,アカマツ,クロー、.

ツ,スギ,ヒノキ。

經過習性 經過は詳にせられてゐないが,以:二 

はスヂコガネと同様7月から8月に發生する。幾間は樹上に止り,上記の如、 

樹木の針葉を食害し,時には新槍の•樹皮をも食する。黄昏から盛に飛翔し,尺 
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兄後电申に潜入して眾卵する。幼若は地中で腐植質物及び前述の如き針葉樹の 

根を霞書して成長する。成疝はカラマツ・スギの斜薬を最も好食する。强い趙 

光性を冇する。

被笙關係 苗什愤は新杭地に於て7年乃至12年生位のスギ若木の害せられる 

こ’二が址も多い。甚だしい時は針葉を食盡し,新梢の樹皮をも4脸して枯死季 

せる。我令全樹間の枯死を脫れても梢端が拈死するため,完全な凝育を望み 

径ない。カラマツも綠葉が食盡されることがあるが,之れがため枯死すること 

はない。幼S盆は細根を食し皮部を惻食:するので,幼小な苗木は殆んど枯死を 

脫れない。

•防除法

スヂコガネにする〇

G. カラマツハラアカハバチ Nemahis erichsoni Hartig 
膜翅目 ハバチ、 科

形 態 成制iは黑色であるが,腹部の中央3節は黄赤色を呈する。前肢・中 

’五は黄描色,後肢は基部黄編色,末端部は黑羯色。翅は牛透明で絲紋は濃羯色, 

供長10mm內タト。卵は撤側形,黄白色。長徑1mm內外。幼蟲は頭部黑色,响 

站は淡綠色で背面は灰色を帶びる。恨長13mm位に達する。藤は長刷11形で黑 

阴色,長徑9•一1()mm。

加害植物カラマツ類。

經過習性 年！囘の發生で成蟲は6月に羽化し出で,カラマツの樹冠の上部 

の折芽の葉腋に深く卵子•を產下する。雌は單爲生殖を行ふことが出來る。卵 

は1週間內外で孵化し,幼齡の幼蟲は群棲して葉の表面を食害するが,成長す 

るに從ひ分散し,針葉の全’部を怎监する。一般に枝梢部から食害し始め漸次基 

部に及ぶもので,1樹の中でも軟い棄を好食する。7月下旬から8月上何にか 

けて老熟した幼蟲は樹幹を降り,或は地上に墜落して落葉や雜草の間又は土中
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カラマツハラアカハバチ

に淺く潜入して營繭する。營繭箇所は落葉層に混繭するもの坡も多く, 土中 

l—3cmの深さに皆むもの之に次いでゐる。幼蟲はそのまゝ繭の中で秋冬を紅 

過し,5月下旬頃から師となり次いで羽化する〇

被害關係本種【の被吿は樹龄13—20年位,樹高］2 — 22m位のカラマツに坡ら 

多い。吿蟲發生の多い際には綠^が怎监せられ甚だしく生一長が吿せられる。し 

かし之がため枯死することは稀である。本道のカラマツ林に屢々大吿を惹枝し 

てゐる。

: 敵ムクドリ・コムクドリ.シジウカラ等は幼蟲を睹食する。又幼い

には寄生蜂・寄生蜒や寄生菌のあることが知られてゐる。

防除法

1. 小面秋の幼林の被害に對しては幼蟲及び繭の捕殺を行ふことも出來る。

2. 幼蟲の幼齢時代に砒酸鉛或はデリス石齡液等の藥劑を撒布することは］； 

効であるが,特別の場合の外實行出來ない。

3. 小禽類は幼蟲を嗜食する故,林內に巢箱を設けることは防除| 一•重要で< 

る。本被害林に巢箱を設置し好結果を得た例は少くない。
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る。腹部は喑灰色で黑紋を’する。隅角は體より短かく黑色を呈する。口吻は

甚だ長く殆んど腹端に逹する。牌長4.5mm內外。無翅胎生雌蟲は懼形も翅

呐生雌疝と殆んど同樣であるが觸他は暗黄色,3一5節の先端部黑色を呈する。

値は有翅のものより少しく大形で將長5nini位。卵は黑色,長岳仰形で光澤が

ある。

カラマツオホアブラは前秘に酷似するが,少しく小形で口吻比絞的短かく,

郁也胎生雌撤の皈部背面に喑色の斑紋を缺くことにより区別される。閥長

3mm 位。

加害植物カラマツ。

經過習性 兩税共卵了・熊で越冬し,5
ミキオホアブラでは主に冠梢部にカラ

を吸收し,2週間內外で成蟲となる。

之,よ無翅胎生雌僦で單爲生殖•によって

雌を胎生する。6月上旬には有翅の胎

生雌蟲も現はれ他樹に移住して盛んに

貽生し,秋期迄に多數の世代を繰返

十。11月上旬に有翅の雌维を生じ交尾

後荷;:卵ダる。卵子・は主に樹皮の裂間に 

產附される。

被害關係5年生乃至15年生の林木に寄生することが多く,又密植せられた林

カラマツミキオホアプラ・

(有划怡生雌賜)

マツオホアブラは主に若枝に集り•樹液

7.カラマツミキオホアブラ C'tnara kochi Inouye 
カラマツオホアブラ Cinara laricicola Matsumura 

宙吻目 アブラムシ科

形 推 力ラマツミキオホアブラのイj翅胎生雌踞は黑・J色で薄く白粉を被

月上旬頃に郷化する〇仔蟲はカラマッ
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內木に被害が多い。樹幹や枝に密集して榭液を吸收するため甚だしく生長が’:： 

せられ,年々被吿が繰返される時は拈死することがある。本蟲の寄生を受けた 

樹幹や枝條は屢々煤様の黒色の物質で被故せられるが,之はアブラムシの分沽 

した蜜液に谋病菌のー徊が緊殖したものである。煤病ー蘭は元來純梓の活牧:寄生 

菌でないとせられる。併:しこの蘭の寄生を蒙った樹木は,寄生部の內皮がな.] 

に變じて球死するものが多い。

天 敵 捕食蟲類にはナナホシテンタウ•テントウムシ・クサカゲ口フ・ 

ナミヒラタアブ・ヒメヒラタアプ等があり,寄生蜂にはマツオホアブラバチ・ 

カラマツオホアプラバチ等が知られてゐる。

、防除法

1,枝打と間伐を適度に行ひ,林內の通風を良くし腸光の射入を適度にすこ、 

ことは,本蟲類の被害を豫防する上にも肝要である。

2蟻類は直接間接にアブラムシを保護し,その増殖を援ける故,林內の蟻忑 

中にー硫化炭素を注入し,或は蟻除劑の如きものを用ひて驅除する必要があ乙C

3.樹木の長大ならざる埸合には除蟲菊石鹼液或はデリス石鹼液を灌注して 

驅除することが出來る。

4・煤病関の寄生した被害木は速かに伐採利用するのが得策である。

第III章マッの害蟲

Lマノカレハ(幼蟲:マッナムシ)Dendrolinms spcctabilis Butler 
鱗翅目 力レハガ科

形態成蟲の色彩は灰白色又は黃褐色から黒褐色に至る迄極めて變化が 

多い。前翅の略々中央には幅廣い濃色の横帶を有し,この横帶の外絲に沿び白 

色の波狀線を有する。この白線と外緣の中間.部に8個の濃色の新月形の由紋を 

Z〇

並列し,その中第1脈から第4脈の間にある3個は略ん一直線土に位する。ッ

ガカレハではこの3個は一直線上にないので 

マツカレハと毆別される。翅の開張,雄5〇— 

67mm,雌84—88mm。卵は椭圓形を呈し.長 

何約2mm, 一半は淡赤褐色,他牛は靑綠色を 

帶びる。幼蟲の幼齡のものは淡黄灰色で,各 

節の昔面に检紅色乃至灰白色の不規则な斑紋 

があるc成熟したものは桐部は灰白色から淡 

黃羯色を呈し,背面に價い喑初常,その兩側 

に灰由帶を咨し,第2及び笹3節の背面に黑 

Hi色の剛毛を絞生する。牖面に黑色の剛毛を 

多く生する。腹面は淡黄褐色で中央部に赤都 

色帶を縱走する。船長80mm內外に達する。 

调は長桁同形,黄褐色を帶び,表面に黑監色

第35圖

ツガカレハとマツカレハの前・・刖 

後絲に近き3紋の位置を示す圖 

甲ツガカレハ 

乙マツカレハ

の毛を處々に殻狀に附着する〇

加害植物 アカマツ,クロマツ,テウセン 

マッ,マンシウアカマツ等Pinus屬の殆んど 

紬て及びカラマツ類。

經過習性 年1囘の發生で,成蟲の發生甥 

は北海道では7月中旬から8月初旬に及んで 

ゐる。雌は卵子をマツ類の主に ・上に, 

時には枝或は樹皮上に不規則な塊狀に產附す 

る。卵期は5日乃至7日で,購:化當時の幼蟲 

は群をなして金1•葉を食害するが,暫時にして 

絹糸を吐出し懸並して分散する。劫齢の間は
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多くは針葉のー側から食し他側を殘すが,成長したものは葉の先端から食し基 

部まで食盡する。多くは1〇月下旬迄に4囘脫皮し,偏長21mm內外となる。こ 

の幼蟲は10月下旬頃から樹幹を降り,根際の間隙,倒木,落葉或は蘇苔甞の下 

に潜み越冬する。翌春4月頃から再び樹上に佃ひ豎って針葉を食吿し,尙ほ3 

囘の脱:度を行ひ第8齢蟲となる。6月下旬から營薦を始め,3乃至う日を"て 

最後の脫皮を行ひ姉化する。曲は針或數本を集めその中に营むのが普通である 

が,時には枝上或f±樹幹上に愁むこともある。蛹期は17日程で羽化し出る。

幼蟲はPim,屬の植物を嗜位するが,特にアカマツを好み又カラマツをも食 

する。食物の缺乏する時はエゾマッ・トドマツ類をも多少食するカ:,之等を食 

して生育した幼蟲は羽化するに至らない。幼蟲は夜間に活動し,嘛食も主に住 

間に行はれる。成蟲は强い趨光性を冇する。

被害關係

1•本蟲は森林害蟲の中,最も恐るべ若ものの一つで大面紡の森林を枯死さ 

すUとがある。最も被害の多いのはアカマツで,クロマツ・テウセンマツ等:が之 

に次ぐ。

2. 越冬して翌任發生した幼蟲の食吿即ち後食による被缶が著しい。

3. 樹齢10年位までの幼飾林は食害のために枯死することが多い。併し舛年 

以上の林木では著しく發育を害せられるが枯死することは少ない。

4. 枝條が相交叉する如く密植された森林は疎林に比して被害が多い。

5. 顎勢の林木は健全なものに比し寄生をうけることが多く,•從って被谷貝;、 

大である。

6. 一般に被害は乾燥した平地又は丘陵地に多い。

7. 根際に落葉・雜草・枯枝等の地被物の多い森林は,之等を缺く林に比し

て被害が考い。

天 敵 ツガカレハに於けると殆んど同様である。
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防除法

ツガカレハに準ずる。

2"マツノ キク匕 Blastophagus pitupi-rda Linne 
鞘翅目 キクヒムシ科

形 態牘は光澤ある暗褐色又は黑色,灰色毛を生ずる。觸角の球桦部は 

肥垣する卵形で4節から成り,中間部は6節から成る。前胸昔には細點刻を 

珅布し,中央に滑かな1縱線がある。翅初には細.かな點刻列があり,先臨部に 

は1列の矯狀突起と剛毛を生ずる。但し第2列間部の後方は凹陷し,この部に 

は剛毛を生じない。馄長4-4普mm。

加害植物 アカマツ,クロマツ,テウセンマツ等殆んど凡てのPinus風を食害 

し,歐洲ではタッヒ,シベリヤではカラマツをも害することが報ぜられてゐる。

經過習性 年1囘の發生で,成蟲は北海 

道では4.5月頃から越冬箇所を脫出して飛 

期し,繫莉に適當な樹木を選んで樹幹の皮 

下に穿坑する。最も好んで衰勢荣や新な倒 

木に容生するが,又健全木にも當入する。 

雄t怜の長軸の方向に坑を食ひ仲しつゝ坑 

・の兩厠に1個宛卵子を旌下して行くこと 

他種のキクヒムシと異ならない。完成され 

た母坑は10cm內外の單勅於坑で普通は多く 

の空氣孔を有し,完全に內皮部に作られ, 

僅かに邊材の表而に痕跡を止むるに過ぎな 

い。孵化した幼蟲は母坑と直簡の方向に迂 

曲した穿坑を作って生長する。老熟した幼蟲は6.7月頃に,幼蟲坑の先端｝に多 

少深く樹皮內に入り,木屑に圍まれて蛹化する。新成蟲は7.S月頃から樹皮の
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表面に仰形の羽化孔を穿って外部に脫出する。この成尚は瑟養を得るため松類

のその年に抽出した芽條の中に當入す 

る。多くは芽の先端から］一2cm下方に穿 

入し髓を上方に穿孔し,上部から脫出し 

て又他の芽條に移って食桥する。この當 

入孔と脫出孔の周囲には樹脂•が白く附 

弟する。晩秋に根に近い幹の樹皮の中 

に,短大の孔を穿って中で越冬する。 

本種の成蟲の生活力は永く,春期に,席 

卵を了したものは,5月頃から外部に 

脫出し,養料を得るため前年に生じた 

枝條部に猛入して食害する。而して應 

カの恢復したものは再び樹幹の皮下に

密入し,2度目の產卵を行ふことがある〇

被害關係 本種が繁殖のため加害するのは主に衰勢の老木や新な倒木で,被 

害木は樹皮下の形成居部が侵されるため急速に帖死する。越冬のための穿孔は 

一般に繁殖のための穿孔程著しい害はないが,樹勢を衰へさせ,蠢入蟲數の多 

い燦にはやはり枯死を招く。坡も著しい被害は芽條に玆入することにより,そ 

の部を枝死させ％ことで,新芽が枯死するため著しく生長が・害せられる。この 

被害は特に幼木に於て著しく,被害樹の樹形は不齊となり,將來良材とはなり 

得ない〇

天 敵 鳥類ではキッツキ,昆蟲類ではクワクコウムシが本種を捕食する 

ことが多い。その他コバチ科やコマユバチ科に風するもので成蟲や幼蟲に寄生 

するものがある。

防除法. • ,

1.栏衰木は伐採して利用の途を制ずるのが得策である。

2 風倒木や挫折木を迎かに處分することは本蟲の増殖を豫防する上に页耍 

である。

3.伐:採木は速かに林外に振出するか,冬股伐採したものは遍くも5月頃迄 

に剝皮を行ふ必要がある。

4•本谿は新な伐株に於ても繁殖する故,出來る丈林地に存する伐株の劉皮 

会も實行することが望ましい。

5.被吿の多い際には饵木を股けて驅除するのが冇効である。

3. マツキボシザウ Pisso&s nitidiis Roelofs 
初翅目 ザウビムシ科

典名マツナカ•ザウムシ

形 態赤褐色を呈し觸伯及び口吻は黑福色。觸角は長い口吻の中央部か 

ら生ずる。前胸部は翅鞘と略々幅等しく 

のI勺點を冇する。翅鞘には2個の横帶 

を右し,中央前に位するものは灰黄色, 

翅縱に近いものは幅廣く白色を呈す 

る。値長12mm內外。幼蟲は白色,頭 

部は神色無眩で腹面の方に彎曲する。

倔長15mmo

加害植物アカマツ,クロマツ,ス 

トロ ーブマツ,リキダマッ。

經過習性 成蟲は北海道では5月顷 

から發生し,雌は樹皮に口吻で穿孔し 

この中に1ー數個の卵子•を房下する。 

母§位の・命は甚だ長く 9月頃迄產卵を

,前方松狹方,背面の中央部には2個
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枢續する。又2—3年間生存するものがあり,之等は倒木下その他の地被物中で 

越冬して翌春再び產卵する。再化した幼蟲は樹皮下に深く村部に沿ふて穿牡す 

第4D圆

被害樹 橇の樹皮下

白色を呈するは翊化のた 

め作られし蘭狀物

るが,1箇所に多くの卵子の產下された場 

合には,この幼蟲孔は放射狀を呈する。成 

熟した幼蟲は穿孔の先端に繊維質木屛で企’i 
狀物を作り,中で蛹化する。春期涂下され 

た卵子から生じたものは3—4ヶ月の後に展 

蟲となり,菊狀物の上部にM！孔を穿って外 

部に脫出する。新成雄は倒木下や落枝悴の 

地被物の下に越冬し,翌布に至って生航作 

用を行ふ。しかし發生の遅れたものは年內 

に成蟲となり得ず,幼蟲或は姉の狀態で越 

冬する。前述の如く母蟲は甚だ長く產卵を 

繼績する結果,經過は甚だ不規则となり,四 

季を通じて同一樹上に’各秘の蟲態を認める 

ことがある。

被害關係本蟲は衰弱木や病木に2次的
に寄生し,その枯死を促進させるカ:,又健全木にも寄生し大害を及ぼす。本初: 

の寄生を蒙った樹木は,幼蟲による樹皮下の穿孔のため,樹液の流動を妨げら 

れ急速に枯死する。被害は老木のみならず,苗I血や新植地の幼壯木も大害を笊 

ることがある。

防除法

1. 衰弱木や傷病木は速かに伐採處分するを要する。

2. 春期不健全木を饵木として利用し,7.8月頃に剝皮を行ふ。

3. 恢復の見込なき被害木は,伐採或は拔取って焼却する。枝部その他部分

的に密蟲の寄生を受けてゐる場合には,被吿部のみを只り取り焼却する。
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口 项心虹号卩「「【上」

第1\‘章ナラ類の害蟲

1• サラサ匕トリ Camf)toloma interioratum Walker 
鱗翅目 ヒトリガ科

形 態 偏は检黄色,尼端に赤毛を裝ふ。前翅は黄色で6條の黑線がお 

る。翅底に近い2條は內方で合して略女V字形を呈し,その外岡にあるものは 

应很で中室に位する。第4及び第5の黑線は前縁から第4脈に達する。第6は 

j端から外絳に沿ふて走り第4脈に止まる。外絲に近い後半部は朱色を呈す 

る。翅の開張26—34nuno卵は多數塊狀に産附され,表面に母傾の淡紅毛を密 

茗する。幼蟲は頭部黑色,胴部は灰黄色で12の茶褐色の縱條を具へ,各節に拾 

數本の白色の長毛を生ずる。藤は紡錘形で暗黄色を呈する。

加害植物ナラ,カシハ,クヌギ,カシ,ヤチダモ,ヤナギ〇

■

第41圖

サラサヒトリ［

イ・成蟲 口・幼蟲
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經過習性 成蟲は北海道では7月中旬から8月上旬に亙って羽化し,夜間夷 

に飛翔し,葉裏に產卯する。孵化した幼蟲は新葉に50-60匹宛群集して曲狀の 

襄を作り,その中に生活して葉を食舍・する。冬朋は枝幹を降り,大枝の基部又 

は樹幹の凹處等に紡錘形で』辭な理を造り,その中に入つて越年する。1囊中 

には200匹餘の幼蟲を算する。翌養4.5月頃に至って再び葉に集り食害を恣に 

し,5月下旬から6月頃に・枝幹を降り,地上の落葉間に潜入して營葡し,その 

中に缩化する。

被害關係 發生多き際には新葉を悉く食盡することがある。之がため著しく 

生長が害せられるが枯死することはない。北海道ではあって,榆山地方のカシ 

八林に大害を及ぼしたことがあ•る。

天 敵 幼蟲にはヒトリハリバヘ等が寄生する。

防除法

1. 冬期枝幹に營囊して集合する幼蟲を捕殺する。

2. 樹幹の根際に薬又は蔵を卷付け,營繭のため之に集合した老熟幼恩を捕 

殺する。

3. 被害樹附近の落葉を集めて繭を焼却・する。

4. 葉裏の卵塊を採集する。

5. 石油を浸した濫縷を竹竿の先に結び付け,之に點火して巣の中の幼蟲を 

焼殺する。

2.カシハマ匕マ匕(幼蟲:カシハケムシ)Lyniantria aurora Butler 
鱗翅目 ドクガ科

形 態 雄は體翅暗灰色,腹部は黄橙色。前翅は暗福色を呈すを波狀の岸 

を多數有し,後翅は黃色或は橙黃色を呈し,外緣に沿ひ暗褐色の斑紋を具へ 

る。翅の開張42—50mm。雌は體翅白色で,少しく褐色を帶び,腹部・後起K 
び前・後翅の裏面は淡紅色を呈する〇前翅には數個の暗褐色の波狀帶を右す 
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る。後紐には外緣に近く喑想色の1帯がある。翅の開張66—75mm。卵は灰黃, 

卵塊・は灰白毛で被投される。幼蟲は黑羯色。第1節及び第2節の背上には濃黃 

[,尼節の背上には灰黃紋がある。黑色の背線及氣門線を只へる。各節に數個 

つ况起え右-し,之より灰色又は;’思色毛を筱生する。償長30mmに達する。蛹は 

黄梱色,灰色の毛屛を點在する。

加害植物ナラ,カシハ,クヌギ,カシ,リンゴ,ナシ。

經過習性 年1囘の發生で卵子の狀態で越冬する。翌春4. 5月頃に橢化し, 

數日間は卵殼の附近に詳集してゐるが,後離散して上お樹種:の葉を食害する。

第43圖

カシノ、マ ヒマ ヒ

イ・雌,ロ・却:,ハ.幼蟲

7月中旬より下旬にかけ食害樹を辞し,雜草等の間に禍色の糸を薄く張り,中

モ姉化する。蛹期2週間內外で羽化する。町蛾は志間樹幹上に靜止するが,雄、 

は樹陰を活潑に旋囘飛翔する。卵は幹上に塊狀に產附し,母蟲の體毛で被覆す 

る〇1卵塊の卵數200個餘に達する〇

被害關係幼蟲は葉を暴:食するため,發生多き際には樹木の生長の阻害され
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ることが甚だしい。しかし之がため枯死することはない。

防除法

1. 秋期より翌春にかけ,卵塊を粗皮と共に剝ぎ取り,焼却するのが最も有 

効である。

2. g昨化當時の群棲する幼蟲を潰殺する。

3. 成蟲の發生期に燈火誘殺を行ふ。

I
3"ナラ匕ラタキク匕 し,yctus linearis Goezc 

初翅目 ヒラタキクヒムシ科

形 態 隘は多少扇平で赤褐色乃至暗褐色,黃毛を生ずる。觸角は棍棒狀 

で11節より成り末端の2節は膨大する。前胸部は四角形で前縁は强く興味を帶 

びる。翅鞘には顯著な微毛列を有し,その間室には夫々淺い大形の點列を1た 

列に竝ベる。磚長2—5.5mm。卵は白色,柔軟で禍長い柄形を呈し長さ0.8mm。 

幼蟲は幼齢のものは白色,生長したものは黃白色で3對の胸脚を具へ,腹面の 

方に河曲する。催長4.8mm°
加害植物 ナラ,カシハ,ラワン等の殼斗科植物及びヤチダモの枯乾木,家 

具,加工材等「歐洲では殼斗科植物の外ヤナギ,シホジ,ボプラ,ブドウ瓯等 

も記錄されてゐる。

,經過習性 年1囘の發生で成蟲の發生期は甚だ長く,4.5月頃から7.8月版i 

に及んでゐる.しかし發生の最盛期は6月頃である。成蟲は强い光線を忌み材 

の下面や材の裂目の如き陰所を好む性質がある。雌は邊材部の導管の外部に:匕 

はれてゐる孔口を搜り,孔內に産卵會を挿入して1個乃至4個宛卵子を產下っ 

る。產卵箇所は邊材部に限られ,例へ導管その他の條件が適當でも心:H・部にけ 

卵することはない。幼蟲は第1齡時代には自己の孵化後の卵殻を食し,第2ハ 

に達したものは綽管壁を食ひ破って材中に蠢入し食害する.蚀孔は蛇行してふ 

るが導管の方向即ち縱に造られ,孔內は微細な木粉で充塡される。材が多數の 
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害当:う咨生を蒙るか,年の被害が繰返される時は,蚀孔は密に相接して造られる 

ため邊村部は悉く粉狀と化し,唯材の表層のみ紙の如く食ひ殘される。老熟し 

た幼蟲は蛹化室を造るため村の 

表面近くに移動し,その蚀孔の 

頂縱に後部を木粉で塞ぎ,その 

中に越冬する。翌春に至って蛹 

ィ匕し,羽化した成蟲は姉化室か

ら出て材の表面に直徑1—2mm 

の岡孔を穿;て外部に現はれ 

る。しかし古い羽化孔が旣に近 

くに穿たれてゐる際には之を利 

用することが多い。故に材の表 

而、の羽化孔は成蟲の出現數より 

著しく僅少なのが常である。

第44圖

ナラヒラタキクヒ 

イ’・成电,»・幼蟲

被害關係本蟲の食害は殆んど幼蟲時代に限られてゐる。村の表面の粗槌な 

ものは產卵に好適な導管の開口を多く盤出するため,滑澤な表面社有するもの

第45圖 

被害ナラ材
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に比し被害が著しい。又乾燥材に好んで寄生し,滋氣を保仃すること多き生木 

や伐採後間もない材等に寄生することは全然ない。本科は凉共・建染材・木苗 

倉庫に貯藏の加工材に寄生して大害を及ぼすもので,林業上価要・’客蟲のー珏 

である。

天 敵アリモドキクワクコウの如き加食若やコマユバチ科或はコバチ科 

に屬する寄生蜂が知られてゐる。

防除法

1. 本蟲は邊材部に寄生するものであるから,材の加工に際し出來るだiナ趕 

材部を除去することにより,この被拆を避け得る。

2. 材の表面に现れてゐる專管の開口を塞ぐやうな塗料を施すことにょり, 

この害蟲の寄生を防ぐことが出來る。即ち家具材にはニス等を塗り,材・の用途 

によってはクレオソートや亞麻仁油を塗抹しても氏い。しかし诂:色を欲しない 

材には鹽化亞鉛や弗化ナトリウを施しても冇効である。勿論之等の塗料は成員 

の羽化期前,即ち少く共4月下旬頃迄に施行して置くことが必要である。

3. 倉庫內の木片や廢棄材は害蟲の潜伏筋所となる故速かに處分し,常に淸 

潔に保つことが必要である。•

4. この吿蟲は暗處を好む性質があるから,倉庫の採光を良好にすることは 

豫防上必要である。

5. 被害材には獨逸で創製せられ商品となってゐるキシラモンと稱する藥削 

を材の表面に塗布するのが有効である。本劑は內部に深く浸滲して害蟲を殺す 

もので」有効な驅除劑である。その他石油或は石油とクレオソートとの混液も 

有効である。

6. 加熱殺準法を實行するが良い(總齢防除法の部參照)。一度吿蟲を蝎除 

した材でもその儘放置すれば再び害蟲の寄生を受ける虞れがある故,驅除實行

.後直ちに前記1一4項の防除法を施す必要がある。
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7.この佑蟲は衣料として材の澱紛を懾取するものであるから,伐採に先立ち 

立木の幹C上部で樹皮を輪狀に剝ぎ,剝皮部より下方の浸粉を消失せしめるこ 

とにより被害を漁防し得る。か、る輪截法を行った木材・は,假令ヒラタキクヒ 

ムシの卵子•が炳化しても幼蟲は生長を遂げ得す死滅する。

第V章クノレミの害蟲

Gastrolina thoracica Baly1.クルミハムシ

都翅目 ハムシ科

形 態成戯は略々長方形で極めて扁平,啓:E色又は紫経色で前胸の兩側 

に黄裾色。頭部及び前胸背の兩側の黄褐色の部は粗大に點刻せられるが,恭色 

部は細かに點刻せられ殆ど平滑である。翅制の點刻は粗大で稍龊列をなし,013 

方の間宝は少しく隆起し横駛狀を呈する。债長7-Smmo卵は柵圓形で黃色。 

幼丄%の初齢のものは全健黑也であるが,生長するに從ひ胴部は暗黄色となり第 

1節の大部は淡黑色,第2節以下各節には淡黑紋を生ずる。鬧長10mm位に逹 

する。蛹は眞黑色で胸部には灰白紋,腹部2時及び3節の兩側は黃白色,昔面 

の中央部は灰褐色を呈する。

加害植物クルミ類。

經過習性 年1囘の發生で成 

めI態で冬する。配春5月頃か 

ら越冬箇所を出で,葉袤に來て 

20—30粒宛塊狀に產卵する。孵 

化し出た幼蟲は葉裹に群集し 

て葉肉を食し,脈のみを殘して 

初狀にする。6月中.下旬頃葉裏に尾端を附着し垂下して姉化し,蛹期4 一5 3で



86

羽化する。新成蟲は少しく葉を食害した後地上に降り,地被物間に潜伏して, 

そのま、翌舂に至る。

被害關係 害蟲の發生の多い際には葉は悉く網狀に食害せられ,甚だしく生 

長が害せられる。 ・

防除法

1. 小面積の造林地の被害に對しては,砒酸鉛を描;布するもよい。

2. 群集する幼後を捕殺する。

2•匕メ コガネ Anomala rufocuprea Motschulsky
• 鞘翅目 コガネムシ科

形 態 成蟲の履は長卵形,色彩に變化多く,股下は槪ね黑綠色乃至黑蓝 

色であるが碍背は綠色,靑藍色,銅赤色等を呈する。前胸背は微細に點刻せら 

れ多くは溷濁した藍黑色を呈し光澤を欠く。翅鞘には10餘條の不鮮明な縦凌紗 

があり,その間室は皴狀を呈し又列狀に點刻を存する。履長13—18mm。卵は 

短拥!fi!形,初めは乳白色であるが後災橙色となる。長徑1.5mm,短徑1mm。 

幼蟲はC形に投曲し,頭部は黄褐色,胴部は淡黄白色,老熟したものは閲・長28 
—30mm 〇

加害植物 クルミ,サクラ,クリ,クヌギ,ヤナギ,ドロノキ,キリ,リン 

ゴ,ナシ,スモモ,アンズ,ハギ等の樹木の外,草本ではイタドリ,ブドウ, 

大豆,小豆,豌豆等を食害する。

經過習性 北海道では1世代の完了に3箇年,或は少なく共2箇年を要する。 

成蟲は7月中旬から9月上旬に亙って發生するが最盛期は8月である。上記の 

如き種々の杭物の葉を暴食し,雌は交尾後特に腐植質の多い地中に屢々浩入 

して點々產卵する。卵期は3週間位,孵化した幼蟲は地中で主として腐植質を 
\

食するが,又種々な生活する草木の根を嚙食し,發生の多い際は殆んど冇ゆる 

草本類の根を食害する。晩秋には地下9 cm乃至40cm位の深さに潜入して越冬 
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し,泰囲に再び地表近くに來て,植物の根や腐植質を食して成長する。老熟し 

た幼蟲はG月頃から地中に土窩を作り,中で蛹化する。蛹期は2週間內外で 

成岩となる。成雄は日中よく活動し,屢な食供 

を求めて飛翔する。黄畳からは活動カー層•旺盛 

となり,よく燈火に飛來する。成思は坡も好ん 

でイタドリ.ノプドウ・ハギ・豆類を食するが 

林木ではクルミを好食する。

被害關係 成蟲は1樹の中でも硬い葉よりも 

軟い葉を好んで食するため,一般に嫩葉又は新 

:集に被吿が多い。葉脈のみを食ひ殘すため,被

侦,:部は網IJ狀を呈する。葉の食害のため樹本は枯死することはないが,被害の

だしい時は著しく生長が阻害される。幼蟲は殆ど有ゆる植物の根を食害する 

が,稚苗の根が嚙交される時は枯死することが多く,枯死を脫れても生長が不 

良となる。併し幼蟲による林木の被害は比殿的少ない。

防除法

スヂコガネに準ずる。

3. 匕メサクラコガネ Anomala geniculata Motschulsky
鞘翅目ー‘コガネムシ科 ・

形 態 成蟲は全閲:光澤强く,頭部は金風綠色,前胸背は綠色,銅赤色及 

ぞ•此等れ兩色の斑狀を呈するもの等があるが執れも兩側絲は多少銅赤色で緣取 

られてゐる。全面に細點刻を密布する。翅鞘は黃祸色を呈するが光線の方向に 

より多少綠色を帶びて見える。多數の不鮮明な縱隆線を有し,細かい點刻列が 

ある。間室には不規则な皺狀凹凸と大小の點刻とがある。履下の胸部は綠褐色 

又は淡黄褐色,腹面は黑紫色を呈する。從長12—!7mm。幼蟲は頭部黃褐色, 

桐部は淡黄褐色,胴部はC形に彎曲する。成熟したものは30mmに達する。
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加害植物 クルミ,クリ,ハンノキ,カバ,ニレ,ヤナギ,ドロノキ,サクラ, 

カラマツ,サンザシ,リンゴ,スモモ,ハギ等の樹木,•草本類では菜豆,族等。

經過習性 北海道では1世代の完了に3箇年を要する。成蟲は7月中旬から

9月上旬にかけて發生するが,その奴盛期は8月上・中句である。成蟲は上記 

の如き種々な植物の葉を暴食し,雌は交尾後屢々地中に潜入して點々又は數机 

を集めて產卵する。卵期3週間內外で盼化した幼蟲は土壤中の冇掇物を食とし

て生長し,若齢の狀態で越年,翌春から秋期迄再•

/ び有援物や根を食し,秋期,中齡の狀態で再び越

/ ' .•、ダ 年,第3年目には生植物の根を盛んに食害し,秋

・ 期稍の老熟の狀態で越年し,翌年の春期僅に攝食

した後,6月に入って土縄を作り中で蛹化する。场 

疯る 期2週間で羽化する。成蟲は志間活潑に活動する

\ が,特に夕刻から盛んに飛翔する。趨光性强く燈

» 火によく飛來する。

第归圖 被害關係成蟲の食害による被害葉は普通

ヒメサクラコガネ
葉脈が食ひ殘され網目狀を呈する。しかし被

害の甚だしいものは主脈が殘されるのみで全葉か食盡される。林木の生一長は之 

がために著しく害せられる。幼蟲は加害期間に存する殆んど總ての生植物の根 

を嚙套するが,幼少な苗木では之がため枯死することが少くない。

天 敵 幼蟲を斃す寄生蠅にクチナガハリバへがある。桑山覺氏によれば 

本種は釧根原野に於て可成高い寄生率を示すと云ふ。

防除法

スヂコガネに準ずる。
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ソヨゴ,アヲギリ,オレイフ。

經過習性 年2囘の發生を行ひ,北海道で

は第1囘の成蟲は7.8月頃に第2囘は9月下

旬から10月中旬にかけて發生する。卵子は葉

上に貼々產附せられ,幼蟲は絲を吐いて數葉

を横り,その中に居て住害する。老熟した幼

出は葉を捲き,その內に白色の粗繭を菌み蛹

明かにせられてゐないが,成蟲態で越冬し翌

"に至って產卵するもの、如くである。蛾の趨光性は著しくない。

化する。秋期發生せる成蟲は枝條や建聊等に 

小群をなして靜止する。越冬に關しては充分

第％圖

マヘアカスカシノ メイガ 

イ・成蟲,ロ・幼追

第VI章ヤチダモの害蟲

黄福色,中室の前緣は黑褐色の2點が横列し,中室端には黑色の弓狀紋がある 

が,屢々中央が消失して2點となる。中央部には暗色の環狀紋を冇し,タト絃に 

は7箇・の黑點列を有する。後翅は中室端に,,く’’字形の黑紋セ冇し,外雑には 

:耳・す列がある。翅の開張26 —40mni。卵子は綠色,扁15!形で栗粒大。幼蟲は綠 

色,頭部は淡黄色で兩側に1黑點を其へる。第2及び第3節の兩側には夫々1 

丁刑iを右する。各節に疣狀突起を散在し,これより1本宛の淡綠色の粗毛を生 

する。俺長21—26mm。蛹は粗繭の中に存し黃祸色。

加害植物ヤチダモ,ハシドイ,ライラツク,

1« マヘアカスカシノ メイガ Alargaronia nigropunctalis Bremer
鱗翅目 メイガ科

異 名 マヘボシスカシノ メイガ,フクラモチノ メイガ

形 態 俺は白色,翅は白色牛透明で紐絲樣の光澤がある。前翅の龍絲は
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被害關係 幼・壯樹に被害が多い。北海道では昭和11年,苗廁に於けるヤチダ 

モ・の2-3年生の苗木が大害を蒙ったことがある。被害の甚だしい際には1ほむ 

認め得ざる迄に食・莅せられるが,之がため枯死することはない。しかし甚だし 

く成長が害せられる。

防除法

1. ■・苗圃に於けるが如き稚小な樹木の被害に對しては,砒酸鉛の如き牙万K 
撒布するを可とする。

2. 小面秘で樹木が長大ならぬ埸合には,幼蟲の捕我を行ふも良い。

3. 成蟲は多少群居する性質があり,殊に秋期發生したものは樹枝上或は附 

近の建物等に群をなして靜止するから,之れ等を捕蟲網で捕殺するを可とする。

2・ヤチダモノナガキク匕 Crossotarsus niponicus Brandford 
飴翅目 ナガキクヒムシ科

形 態般は略々側筒形で光澤ある赤褐色,前頭は扇平で皺刻と黄毛を生 

ずる。前胸背板は長方形で兩側の中央部低凹入してゐる。翅勒は先端近く黑•色 

圖49第

ヤチグモノナガキクヒ

を呈し,翅端外角は突出し縫合線に向って牛仰形に印 

られてゐる。點刻列は基部に於て强く深く,第3及び 

第4列は連絡する。歹加部には細點刻を撒布するが, 

翅端近くに於ては黄毛を生ずる。雄は第3列間部の川 

部に皺様の隆起を有する。

加害植物 ヤテ:ダモ,シナノキ,トチ’,ホホ,セン, 

ブナ,イタヤ,モミヂ,シラカシ等。

經過習性 季分明かにせられてゐないが,越冬した 

成蟲が繫殖のため飛翔するのは6月中旬頃からで5 
る。雌は主に枯死木や伐倒木の材部に深く独入し,或 

はこの穿坑內に緻いて入り,坑內に生じた木粉を外部に排出する。穿坑は最初

甘皮を貫き材都に隨線の方向に穿たれるが,深さ7—S cmが普通で稀に疑心材 

に達することがある。坑內は1秋の苗の繁殖により黑變する。卵は孔口近くに 

,疔下され,孵化した幼蟲はこの部から稍人不規則な方向に短かい幼蟲坑を穿ち, 

この坑內で蛹化する。越冬は成蟲態で行はれる。當入の孔口からは細長い木紛 

を出すのでこの被吿:を認知し得る。

本刨は材部に深く穿坑するため,工藝的に甚だ冇害である。

防除法

1. 冬期に於ける伐採木は迎くも6月迄に林外に搬出することは饿防上m要 

である。

2, 本蟲の寄生した木材は被害の進行せざる內に,速に利用するのか得策で

ある。 : 丨

3. アカ タマザウ Stereonychus thoracicus Faust
勒翅目 ザウビムシ科

形 態成猫の頭部と口吻は黑色,前胸部は光澤ある褐色で兩側緣は淡楊 

色,中央に暗褐色の廣い縱帶がある。翅鞘は 

光泓ある赤福色又は黑福色であるが,基部は 

沃福色,點列より成る數條の縱溝がある。脚 

は光漂ある赤色。脚及び腹面には灰色又は褐 

色の毛を生ずる。體長5mm內外。幼蟲は頭 

希E色,1!同部は帶黃綠色又は黃色で背面に黑 

色の1縱線を具へる。無脚で紡錘形を呈す 

る。圖長7 mm內外。繭は欄形,光澤ある 

淡褐色を呈し長徑4--5mm。中に白色又は淡 

黄色のU字形に愕曲する蛹を藏する。

加害植物ヤチダモ。
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經過習性 經過は詳かにせられてゐないが,7月及び10月の年2囘發生を行 

ひ成蟲態で越冬するもの、如くである。成蟲はヤチダモの葉及び新芽や葉柄を 

嚙食して生育する。幼蟲は第1囘は6月中旬一下旬頃發生し,ヤチダモの葉実 

に股よりー秘の粘液を分泌して附芯し,主に葉肉を食し,葉脈と葉の表皮を愛 

d老熟したものは加害樹下の土中.根・雜草・落葉の下に替繭する。しかし時 

には樹上の葉に營むものもある。第2囘の幼蟲が發生するのは8月下旬頃でち 

る。成蟲は稍々敏活に行動し,物に驚く時は脚を縮めて落下する。幼蟲の行邑 

は緩慢である。

防除法

1.成蟲期に被害樹下に白宿を敷き,成蟲を拂づ落して抽殺する。

2•小面敌の幼林に於ては幼蟲期に砒酸鉛つ如き毒削の撒布も實行し得る<

第VIII章ブナの害蟲

1• フナシャチホコ Quadricarijcra perdix Moor 
鱗翅目 シャチホコガ科

異名フ‘ライヤシャチホコ

形 態 前翅は灰色又は灰白色,濃色の紋條を冇し外緣近く1横條,その 

內方に2横像を有し,執れも波狀を呈する。前緣の中央部には1黑^:がある。 

後翅は暗灰色。翅の開張40—55mm。幼蟲は靑綠色で少しく黄色を帶びる。昔 

線は白色を呈するもの,黄白色,黃褐色或は赤褐色を呈するもの等種々變化が 

ある。氣門線は白色又は綠色。成熟したものは般長45mm位に逹する。

加害植物ブナ,ハンノキ。

經過習性 蛹の狀態で越冬し,成蟲は北海道では6月頃から發生する。幼以 

はブナやハンノキの葉を食害して生長し,8月中旬頃から地上に降り,土中に％

93

の深さに潜入して蛹化する。幼蟲の最終期は北海道では9月上旬である。 

ゴ化の箇所は加害囲の根際に多く,落葉や携植質中よりは乾燥してゐる眞土を 

乏,;•ことが多い。蛹はそのま、越冬し混春羽化する。

第51圖

ブナシャチホコ

被害關係 ププに最も被害が多く,發生多き際には全樹の綠葉が食盡せられ 

る〇被害樹は枯死することはないが著しく生!7が害せられる。江差地方のブナ 

林に大發生をなし著害を及ぼした片己錄がある。

防除法

1. 成蟲の發生題に燈火誘殺を行ふ。

2. 山雀•四十雀・カケス等はこの害蟲の幼蟲を啄食する故,林內に巢箱を 

“哭置し之等の益烏の繁殖を岡る必耍がある。

2. ミカ ドキク匕 Scolytoplatypus mikado Blandford
鞘翅目 キクヒムシ科

形 態ー全體黑色又は黑祸色,前胸部は稍々粗い點刻を密布し,中央に縱 

,スを具•へる。燭角は•赤褐色,雄の球梓部は細長く雌では樹間形を呈する。雄は 

施胸部の腹面と前脚の臬節との間に內方に向う2個の針狀突起を具へる〇翅鞘 

には深い點刻列を有し列間部は僅かに隆起する。雄では斜面部の前に丄個の後
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方に向ふ突起を宥する。閥長3.4—5mm。

加害植物 ブナ,イタヤ,=レ,ニガキ,クス,ミヅキ,キハダ,サカキ, 

ミヅナラ,シラカシ,カナクギノキ,モウソウチク,ヤマツゲモドキ,ウラジ 

口エゴノキ,リンゴ等。

經過習性 成蟲は5月上旬頃から越冬した舊寄生木を脫出して群飛I ,上だ 

の如き樹木の材部に深く穿坑する。穿坑は初め樹皮を賀:き杜の中心部に向って 

2-3 cm穿たれた後2分岐乃至數分,よ 

して年輪に沿ひ或は科の方而に:年坨す 

る。卯子はこの分岐坑壁に淺下され 

る。幼蟲は部坑に略々直角に材の長二 

の方向に短く太い幼蟲片を作り,老:な 

した幼爵はこの中で蛹化し次いで.i]化 

したものは寇入孔口から外部に腹出す 

・る。經過は詳かにせられてゐない’パ勺: 

2囘發生を行ふものの如く,7.8月顷 

には材中に新成蟲が認められる。

•本蟲は多套性で多くの樹種を食害するが特にブナ,ニレ,イタヤ,ニガキに 

多く寄生する。好んで衰勢木或は新鮮な伐倒木に寄生し,主に工藝的の被• 

及ぼすが,生木に對しては生理的にも有害である。

防除法

1•林內の疝勢木は速かに伐採處分することが望ましい。 

2•冬期の伐採木は迎くも5月迄に製材處分するを要する。

3.夏期に於ける伐採木は直ちに土埸に搬出して,製材處分するを要す:K >

イ・雄,ロ・雌

3・シナノナガキク匕(シナノキの害蟲の部參照)
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第VIII尊シナノキの害蟲

[• シナノナガキク匕 Platypus severini Blandford 
鞘翅目 ナガキクヒムシ科

形 態 全體光澤ある赤福色で,長い回筒形を呈し,頭部は扁平。前胸部 

の中央には1縦條を冇し,雄ではその兩側に細點を密布する。翅超は雄では基 

◎か强く麒狀に隆起し,先端は回形であるが雌では隆起を缺き,先端狹まり左 

右に大小2個宛の銳い迥狀突起がある。隘長10mm位。

加害植物 ブナ,シナ,ハンノキ,シホジ,ヤブツバキ,クマシデ,トチ, 

カシ。

經過習性 成蟲は6月中旬頃から發生し,衰弱木や新鮮な倒木に好んで愆入 

するが,その穿坑は一般に樹皮を貫 

を邊村部に髄線の方向に深く穿たれ 

た車坑で深さは10cm內外に達する。

1坑內には雌睡1匹づつ/入するの 

を皆通とし,穿坑の深さ6—7cmに達 

すれは,母蟲は穿坑の先端又は途中 

に3粒乃至I3粒の卵を塊狀又は浊 

鎖:狀に產下する。®::化した幼蟲は母 

花に狗し稍々不規則に比較的短い幼 

勢杭を穿つ。老熟したものは幼蟲坑 

の先端で蛹化し,羽化したものは母 

上の蠹入口から外部に脫出する。經 

損は充分明かにせられてゐないが,年1—2囘の世代を經過するらしく,9.10月

第53圖

シナノナガキクヒ 

イ・雌,□・却!
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の頃には卵から成蟲に至る各蟲亜を認めることが多い。成蟲態で越冬する。

被害關係 本蟲による被害は全然工藝的で,新鲜な倒木の侵されることが多 

いが,末口直徑20cm以下のグ曲材には殆んど被侈がない。夏期伐採地に於は 

る丸太の被害は5月から10月に至る期間で,6月乃至8月の候に奴も被古が 

著しい。

防除法

夏期に於ける伐採木は出來る丈速かに林外に搬出して處分する。又冬期の代 

採木は遲くも5.6月頃迄に搬出製材する必要がある。

2・ サク・スキクヒ Xylcborus saxesseni Ratzeburg 
鞘翅目 キクヒムシ科

形 態 賜長略々2mmの微小稲で,仰筒形,黑揚色を呈する。前胸甘は 

幅より長さ大で,中央より少しく後まで鱗狀突起を共へ,中央より少しく前・に 

横隆起を冇する。翅鞘は光澤を有し,細點列を貝・へ,その列間部には各女"•： 

の微細な點刻を有する。斜面部は光澤なく,縫合線及び第3,第4の列間なに 

は微小な1列の顆粒列を有するが,第2列間部は之を缺き平滑である。

加害植物シナノキ,ブナ,イタヤ,カツラ, 

カバ,カシ,ヤマナラシ,サクラ,タブ,エゾマ 

ツ,トドマツ」タウシラベ,マッ•類笠。

經過習性 經過は詳にせられてゐないが年1【国 

の發生を行ふものの如く,成蟲は5.6月頃からjミ 

生する。甚だ維食性で針.潤を問はず上記の如き各 

種の樹木の材部に深く穿坑する。母坑は初め也氾 

の方向に作られ,次いで水平に左右に分岐する。 

卵子はこの分岐坑中に産下せられ,孵化した幼舟 

は共同して不規則に上下に穿坑を喰ひ擴げ,平た 

い共同孔を作る。

本秋は衰勢木や新鮮な伐採木に好んで寄生し枯死の直接原因となることはな

いが工藝的に有任:である。

防除法’

ミカドキクヒに準する(ブナの吿蟲の部參照)。

第IX章イ タヤ類の害蟲

1•アヲカミキリ Cheliilonitirn quadricolle Bqtes
料j翅目 カミキリムシ神

•咒名 ミドリカミキリ.ルリカミキリ

形 態傅は金弱性光澤を右する喑綠色,頭及び前胸は他部より淡色で黃

色を帶ぶるものが多い。頭部は縮刻に 

'臼み,觸的は雌雄共に悶より短かい。

站胸部は中央に關錐形の突起を贝・へ前 

豚角は强く突出する。上面には縮刻を 

密に:JGへる。翅鞘は密之勰狀に點刻せ 

られる。脸長22—27mmo
加害植物 イタヤ,カへデ類,メグ 

スリノキ,ミネバリ,クリ。

經過習性 經過は詳かにせられてゐ 

ないが成蟲は6. 7月頃に發生する。幼 

当は食但［樹の枝或は幹の內皮と邊材部 

を上方より下方に向って穿孔する。穿 

道の横斷面は桁K!形で迁曲するを常と



する。成熟したものは材中に深く爆入するカ:,绷化する頃には表皮近くに來て 

や'廣い蛹室を作り粗い繍維狀の木屑で周［弱を充し中で蛹化する。羽化した 

のは樹皮の表面に孔を穿って外部に脫出する。

本蟲はイタヤ類の老木に加害することが多い。生理的にも工び的にも甚だ淫 

害で,被害樹は樹勢次第に衰へ遂には枯死する〇

防除法

1. 枝・幹より蟲斐或は樹液の流出を認めた際には,その部の樹皮を削り內 

部の幼蟲を捕殺する。

2. 6.7月頃成蟲の捕役を勵行する。

2«イタヤハムシ Galerucella fussipcnnis Jacobj- 
軸翅目 ハムシ科

形 態傅は暗黄羯色であるが翅勒は暗灰色で黃綠の光漂を有し楊色,.”: 

毛を密生する。觸角及び胸部の下面は黒色である。前胸部の上面には3個の"..

色を呈する凹陷都がある。値長7 
mm內外。卵は長椅伽形で黄部 

色。幼股の老熟したものは頭部•e 

色,胴部は黄色で各節の中央に2 

個宛の大形のネ黄紋及び兩側に2乃 

至數個宛の黑點を只・へる。間長史 

mm位に達する。

加害植物 イタヤ,カへデ類。

經過習性 成蟲は5. 6月頃から 

發生しイタヤ,カへデ類を食書し

卵子を槌!皮の裂間或は枝上に附殆:する地衣等の.間に多數塊狀に產附する。脂化 

した幼蟲は樹葉を食害して成長する〇新成蟲の出現するのは7. 8月頃である〇
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防除法

1. 林木に對しては打落法により成蟲を捕殺する以外良法はない。

2. 庭園樹箸;の長大ならざる樹木の被害に驾しては幼蟲期・デリス系の殺蟲 

剤を撒布するのも有効である。

第X章サクラ類の害蟲

1.モンクロシャチホコ(幼蟲:シリアゲケムシ又はフナガタケムシ) 

Phalera flavescens Bremer et Grey 
嶙翅目 シャチホコガ科・

形 態成蟲は全備淡灰黄色で前翅の基部に1個の圖紋,外緣に沿ふて1 
個の長形の大^:を冇し執れも黑转色を呈する。灰黄色の4橫條があるが明かで 

ない。題の開强50mm內外。卵は卵形,黄白色を呈する。幼蟲の頭部は黑色, 

•寸部は黑色であるが多少赤味を帯び黄白色の細毛を生ずる。閥長46mm內外。

加害植物サクラ,ニレ,クヌギ,リンゴ,すンザシ,ナシ,ウメ等。
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經過習性 年1囘の發生で,成知よ7. 8月頃に現はれ,卵を乘の裏而に30技 

位宛塊狀に産附する。1雌の產卵數は400個內外である。孵化した幼蟲は3 
齡時代まで样棲して葉を食害・する。部止する時は頭部及尾端を舉げ舟形をせす 

る。又物に蘇く時は落下する性質がある。9月下旬から10月上旬定でに老熟し 

た幼撮は樹上を這ひ,又は糸を吐いて垂下して地中に入り蛹化し,そのまゝ越 

冬する。蛾は岛光性を有する。

櫻類に最も被害が多い。發生の多い際には綠葉食•畫せられ著しく發育が需甘 

られる。

防除法

1«幼蟲は幼齡時代詳棲する故,炬火を用ひて焼殺するC

2. 7. 8月頃蛾の發生期に燈火誘殺を、行ふへ

3. 小面紡の幼林の被害に對しては砒酸鉛の撤布も有効である。

4. 樹木を急激に動搖し,或は打拂って幼蟲を落下させ,集めて殺す。

2.オビカレハ(幼蟲:ウメケムシ又はテンマクケムシ) 

Malacosoma neustria testacea Motschulsky 
鳞翅目 力レハガ科

形 態 雌雄にょカ色寐を異にし,雌は淡赤福色で前翅の中央部に赤剳色 

の廣い横帶がある。後翅の基半部は赤福色。雄は黄色又は淡黄羯色で前翅には 

赤楊色の2横條を有する。翅の開張雌45mm,雄30mmo卵は榕圓形で中央は 

凹み灰色,小枝の周圍に多數集合して指環狀に產附せられる。幼蟲の幼齢のも 

のは灰黃色で黑色の縱線を有するが,老齢のものは灰靑色を呈し朱赤色の亜背 

線と側線とを有する。傅長55mm位。繭は長め圓形で淡黄色。長徑28mm。

加害植物 サクラ,ヤナギ,ヅミ,ナラ類,ウメ,モ、,リ・ンゴ,バラ等。

經過習性 年1囘の發生で卵了・態で越冬する。幼蟲は春期樹木の新葉の展苗 

し始める頃から發生し,新芽或は展開中の葉に集り糸を吐いて巢を懸け,3

でM化する〇雌は卵「を細枝の网釦こ指環狀に还附する〇

第58圖.

オ ビ カ レ ハ

1.成患 2.卵塊 3.幼盗

被害關係 發生の多い際には綠葉を食盡して著しく樹木の生長を害する。林 

木に大告を及ぼした例はないが,サクラの遍園樹や行道樹 < 櫻桃・ッメ・リンゴ 

締の果樹に大害を及ぼした例が多い。北海道ではサクラ類に次いでヤナギ類が 

多く害せられる。

天 敵 幼蟲にはブランコサムライコマユバチその他23寄生蜂や寄生蠅 

がある。蛹にはチャイ口ヒメバチ・プランコフシオナガヒメバチ•キアシフシ 

•：-ナガヒメバチ・サクサンヒラタヒメバチ,卵子に は Ooencyrtus sp.やTelenoptus
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巾で食をする。稍な生長するに及び松の分岐都に天繇狀の巣を造つ薜楼し,夜 

二,こ::［から出て葉を食密する。削・に達したものは次第に分散して食書と噸 

するが,5. 6月頃から枝上或は附近の構诈物等に繭を營んで蛹化し,蛹期數日



102

sp.の如き寄生蜂が知られ,幼蟲に寄生する病曲にはEmpusa aulicae Reichoの 

如きものがある〇

防除法

1. 秋から早春にかけ卵塊を小技と共に採巣し,益蟲保護器に收容して寄生 

算のみ脫出させるのが最も良策である。

2. 幼蟲の群棲する巢を採集して焼却するか,松明で樹上の巣を焼却する。

3. 樹木が長大でない場合には,炳:化當時新芽に群棲する幼蟲に除蟲菊剤を

撒布する。 ’

4. 發生の多い際には羽化期に燈火誘殺を行ふ。

第XI章楊柳類の害蟲

1. ヤナギドクガ Stilptiotia salicis Linne 
鳞翅目 ドクガ科

形 態・成蟲は全懼白色で少しく光澤がおる。雌の臟的は黑褐色,雄では 

灰褐色を呈する。脛節と蹈節には黑色の環狀帯を冇する。刼の開張4〇ー-50nini

第59圖

ヤナギドクガ
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卯は灰白色,塊狀に冷附される。幼蟲は背面灰白又は淡黄色を呈し,その兩吟 

に・'・關:色の縱帶を右する。各節に赤色の瘤起を冇し,之から黄白色の長毛を後 

生する。成熟したものは盗長50 

mm內外に逹する。蛹は薄く細糸 

を張った中に存し,黑稀色である。

加害植物ヤナギ,ドロノキ, 

ヤマナラシ類。

經過習性 成蟲は北海道では7 
月下旬から8月にかけて發生し, 

卯T・を食佃木の圈幹に观狀に帝下 

する。T,卵塊に!50 — 200粒を算 

する。卯子はそのまゝ越年し,禁 

存荷葉の展開子る頃に孵化し乘を 

食’ぶする。老熟したものは絹糸を 

吐いて葉を綴り,中で蛹化する。 

蛹期1週間內外で羽化する。成蟲 

,1黄昏胖飛する性晳がある。

第60圖

ヤナギドクガの幼史!

被害關係 發生多き際には全樹の綠集を食盡し甚だしく林木の生長を阻吿す

る〇祀柳の栽培|甫1では屢々大害を蒙った例がある〇

防除法

1.杞柳の栽培|間では孵化當時の幼蟲に除蟲菊石齢液を撒布する〇

2 冬期卵塊を採集の勵行することは坡も有効である〇

3•群飛する成蟲を捕段する。
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2• セグロシャチホコ Melalopha anastomoisis Linne 
鳞翅目 シャチホコガ科

形’態 成蟲は黄褐色で胸部背面に黑羯色の大紋がある。前•初には灰Fl色 
の3列條を冇し中央部に1暗剳紋を右する。翅の開張30—40mm.,幼蟲は晒’ 

褐色,胴部は暗褐色で背面は黑色,亞苛線は黄色,第2及び第3節の背而に2 

個宛の赤色の將起があり,第4節の大形の痛起と第11節の4捕起は黒色,笫12 

節には6個の赤點と1個の白點がある。成熟したものは懼長40mm內外に達す 

る。蛹は黃白色の印繭の•中に存し暗褐色。

加害植物 ヤマナラシ,ド口,ヤナギ類。

經過習性 年2囘の世代を經過する。第1囘の成蟲は5月下旬から6月に珥 

はれ,食何木の葉の裏面に多數の卵子•を塊狀に産附する。幼蟲は群棲して葉を

食害し,7月下旬頃から莱間に薄い蔺を造り蛹化する。第2囘の成巖は8月上 

旬から9月に’かけて現はれ,その産下卵子から孵化し出た幼蟲は,1囘の脫火 

後樹飾の基部に小形の繭を作って中で越年し,翌春再び葉を食害して成熟し, 
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5月中中から蛹化し次いで成蟲となる。

被害關係 苗木その他比较的幼齢のものに被害が多い。群棲して加害するた 

め幼少な樹木では勿ち栗を食盡せられる。殊に春期越冬じた幼蟲は展開せんと 

する新芽に荐集して食害するため樹木は著しく生長を阻害される。

防除法

1. G月及びS月頃樹葉上に產附せられてゐる卵塊を葉と共に採集する。

2. 郷化當時の幼蟲に除蟲弟石齡液を撒布する。葉又は新芽に砒酸鉛を撒布 

するのも冇効である。

3. 葉上に群棲する幼蟲は葉と共に採集して潰殺する。

3•ウチスズメ Smerinthus planus Walker 
鱗翅目 スズメガ科

形 態佛划は暗灰色,綠色又は闌色を鸳びる。前翅には外緣の兩伯頂か 

ら中央部に達する三的形濃淡を交へた喑色都があり稍或狀を呈する。翅底及び 

前緣の附近は灰色,前緣から後緣に向って2橫條がある。又後絳には暗羯色の 

4個の斑改があり,中央部に1個の半月形紋がある。後翅の中火部は淡紅色を 

呈し後樣に近く大形の傾狀紋を冇し周圍は黑色,中央部は濃藍色を呈する。翅 

の開張90mm內外。卵は綠色,椅同形で光澤がおる。幼蟲は綠色,全面に白色 

の小顆粒を散在し,第4節から第11節迄白色又は黃色の斜條を有する。尾端に 

は1的狀突起がある。成熟せる4のは隅長90mm位に逹する。

加害植物 ヤナギ,ヤマナラシ,ドロノキ,サクラ,リンゴ。

經過習性 北海道では年L囘の發生を行ひ,成蟲は6月乃至7月頃から發生 

して食仰木の葉裏に1個宛產卵する。卵期20日內外で孵化し,幼蟲は葉を暴食 

して生長する。老熟し・た幼僦は9月頃から土中に入り蛹化し,そのまゝ起冬し 

羽春に至って羽化する。成蟲は趨光性强く又よく牺蜜に集る。

被害關係 ヤナギに最も被害が多く全葉を食盡して甚だしくその發育を害し
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又時には有害病歯の傳播の媒介をする。杞柳の栽培|间では大害を蒙ることが 

ある。

防除法

1. 樹を强く搖り動かし落下した幼蟲を捕殺する。

2. 林木の長大ならぬ場合には幼蟲に對し庞酸鉛劑を撒布するのも冇効で 

ある。

•3.被害樹附近の土を淺く掘り蛹を採集する。

4.蛾の發生期は燈火誘殺を行ふ。

4・ ド ロノキハ厶シ Melasoma populi Linne
鞘翅目 ハムシ科

形 態體は黑色で藍色の金屬光澤を有し,翅鞘は美麗な朱色又は赤黄色
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償長10mm內外。卵了•は長K測形で黄色。幼蟲の老齢のものは頭部及び脚は黑 

色,门部は淡赤色で背面に2列の黑井列を右し,側面には2列の黑い刺狀突起 

を冇する。•殳15n】m。蛹は橙黄・色で黒咪を並列する。

加害植物 ヤナギ,ヤマナラシ,ドロノキ。

經過習,性 年2囘の發生を行ひ,冬期は成蟲態で倒木下や落葉等の地被物間 

’こ浦入して越年し,卫春新葉の展開する頃から现はれ葉裏に塊狀に產卵する。 

卯期は1週間乃至10日位で,聃化した幼蟲は葉肉を食し,被害葉は葉脈のみ殘 

り润狀を呈する。幼蟲期は3週間內外で,葉裏或は小枝に足端を附范し懸垂し

て"n化し,7—9日程で成蟲となる。この第1囘の成蟲は6.7月頃から現はれ葉 

を址食する。第％囘の成蟲は8月頃から現はれ,少しく葉を食・害した後地上に 

下り越冬狀態に入る。

被害關係 ヤマナラシ類に最も好んで寄生する。幼蟲•成蟲共に莱を食害す 

るため,發生多き際には甚だしく樹木の發育が害せられる。

防・除法

1. 打落法により成蟲を捕殺する。

2. 樹木の長大ならぬ場合には,幼蟲及び成蟲に對しデリス系の殺蟲劑を撒
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布する。特に孵化直後つ幼知で施行するのが岐も冇効である。

5・オピカレハ(サクラ類の害耕の部參照)

第XII章各種稚苗の害蟲

1.カブラヤガ(幼蟲:ネキリムシ)Euxoa segetis Schiffcrmuller
タマナヤガ(幼蟲:タマナネキリ)Rhyacia ypsilon Rottcnburg.

鳞翅目 ヤ ガ 科

形 態 カブラヤガは中形の蟻で翅の開張40mm內外。全精灰褐色,前3 
には褐色の點紋を撒布し,腎狀紋と環狀紋は中央絹色を呈する。楔狀紋は小形で 

暗褐色の輸廓のみよりなる。卵は彼頭狀で,初めは淡黒色であるが後黒色に・1 

ずる。幼蟲は3餘迄は全般黑色であるがそれ以後は灰褐色となり,充分成長せ 

ば40mm餘に達し頭部は黑福色,胴都には灰褐色の小點を撒布し,之より1仁、 

毛を生する。背紐は淡黑色,亞背線は明瞭でない。蛹は黒褊色で長さ15mni位、

クマナヤガは前種に酷似するが前Qj 

に黑色の劍狀紋を右すること,幼後の 

皮侷には鮫膚の如く微細の點を撒布す 

ることにより區別さイしる。

加害植物 苗伸1に於ける各莉稚苗及 

び摂作物。- ヽ

經過習性 カブラヤガは年2囘或は3 

囘發生であるが,本道では2囘發生で 

ある。幼蟲態で越冬し第:!囘の成蟲は 

6月中旬がら7月に亙り,第2囘は8 
月中句から9月に亙り發生する。タマ 

109

ナヤガは寒地では9月に1囘の發生を行ふのみであるが唆地では5—7月と8 

9月の2回發生を行ふ。雌は葉裏又は地上に點セ卵子を凍附する。之より

蒯匕した幼蟲は3齢頃迄はハコベ・スベリヒユ•アカザ・ク”バー等の葉上に 

あって之を食するが,後土中に入I)制Hは土中若くは落葉の下に潜み,夜間出 

でー苗木の根際を嚙み切り,又上部を土中に引込む。秋期孵化した幼蟲は少し§ 

食缶した後土中に潜入して越冬し,禁春再び加吿し,次いで土中で蛹化する。 

蛾はよく燈火に飛來する。

苗I仰に於ける本秋の被密は1年生の稚"苗に最も多く,苗木は根際を嚙食され 

るため總て枯死する.タマナヤガは曾て木古內大•谷地の新設苗両;こ於て,スギ 

の1年生-苗木を食密したことがある。

天 敵 寄生蜂類にはカブラヤガヤドリバチ•ヨトウクロブメバチ,寄生蝴 

顼にはヤドリハリバヘ•セスヂハリバヘ等が知られ,抽食蟲にはオサムシ♦ゴ 

ミムシ類がある。又病原磴顋では疫病苗.綠破病菌•多角箋病•イザリャ苗は

幼蟲に寄生する、。

防除法

1. 登科又は十字花科の技作物の跡地や,牧野・草原を開墾して新没された

苗网は本蟲の被害を蒙ることが多い故,か、る苗圃では秋排により越冬幼蟲を 

凍死させるのを可と厂る。 .

2. 苗|曲に生ずるハコベ•アカザ・クロバー•スベリヒュ等は此の種被害の 

,因となる故,除革を勵行することは採防上肝要である。

3. カンサス毒餌を夕刻苗木の根際に撒布し誘殺する。 ー

4. 早朝苗hli］を巡視し,被害苗を發見せる時は根元を掘って吿蟲を捕段 

する。

5. 苗木の根元の土に除蟲菊木灰を混じて置けば,被害を防ぐことが出來



no
6.疫病菌やイザリャ菌の粉末削を撤布するを可とする(總喻,病原周侦 

保護.利用の部參照)

2・ ゴミムシ Anisodactylus signatus liliger 
チシマミヅギハゴミ Bembidiurn dolorosum Motschulsky 

勒翅目 オサムシ科

形 態 ゴミムシは普通は黑色であるが,翅軌の福色或は靑闹様の金・た 

滓を石するものがある。頭頂には2個の紅色紋を具ふf前胸背板には細かき径 

- , 緘及び小點刻を撤布する。翅初には9條の杖

' \ , 溝を具へ縱溝及び間室には困刻を有しない〇

* IBし 矿 股長12- 14mm。

チシマミヅギハゴミは曜4.0—4.5mmの 

小形柄で,閥は暗綠色で金屬光漂を冇する〇燃 

デ』雌!水v勒は暗褐色乃至黑色を帶び,後方一;ーの所に匚 

J 緣に近く1個宛の黃南紋がある。9條のW
#、w M 列の外に,枷板に近く短かい瑁列を贝・へる。

/ V 外側に近い點刻列は中央部より少しく後方に

於て消失する。剛毛を疎生する。

第 65 E3
以上の外苗廁の害蟲として本道より記錄I

ゴ ミ ム シ
れたゴミムシ類にはメダカチビカハゴミ

Asaphhlion semiluciduni Motschulsky,ナガミヅギハゴミ Benibidium elongatiim Dcjean 

キンナガゴミ Poecilus encopoleus Solsky,ヒラタゴモク Harpalus platynotus Bates 笥 

がある。

經過習性 此れ等の蟲類の生態に就いては詳にせられてゐないが,成搦就一ご 

越冬し,春期融雪と共に活動を開始し,陰所を好み日中は多く石下・落葉下・" 

埃下•土中等に潜み,夜間に現れて活動する。ミヅギハゴミ類は特に濕洲なi : 

所を好む。

ゴミムシ・ヒラタゴモク・キンナガゴミは播植床に坑道を穿ち,發芽直後の 

苗を拔出し或は嚙食して枯死させる。チシマミヅギハゴミ及メダカチビカハ兰 

ミは『って厚岸地方の苗冊の2年生トドマツ稚苗の莖或は子葉を食害して,可 

成の被忠を生じたことがある。この被辑は主として播種:床に撒布した切薬の下 

で行はれた〇

防除法

1. 此の被密の虞ある苗廁では播秋床に施せる切薬は,春期融雪と共に除去 

する必耍がある。

2. 播秘床に侵入せる成蟲を捕殺する。

3. オホキリウジガガンボ Tipula longicauda Matsumura 
双翅目 ガガンボ科

形 態 成蟲の形熊は蚊に酷似し大形で,閥に比し甚だ細長な脚を冇す 

る。胸部は灰色で胸背には喑黑色の4縱條を冇し校狀部は暗黄色。翅は透明で 

あるが稍暗色を帶びる。版部は黄色で黑剤色の1縦條を只へる。脚は黃色で黒’ 

想の斑紋を有する。備:長30mm內外。卵子は長杵浏形,少しく秘曲し,黑色を 

卩し,1端に細毛,他端に小突起を有する。成熟レた幼蟲は全鬧灰色を呈し,頭 

部は極めて小形,尾端は太く撅がり,之に瓣狀突起を具へる。閥長30mm餘。

効は長形の裸蛹で,幼蟲と同色である。

北海道で和「苗を害するカガンボ類にはこの外種:名不詳のもの1,2があ・る〇

經過習性 年1囘又は2囘の發生で,その經過は不規則であるが,幼蟲態で 

蓮冬し:終難4 一 5月頃から蛹化し始め蛹期約2週間で成蟲となる。成蟲の最も多 

く發生するのは6月中旬頃である。成蟲は好んで濕洲な床地或は有機質に富め 

る新耕地等に飛來し,地表に點々產卵する。卵期は2週間位で碗化し,幼蟲は 

土中に潜入して有機質を食し,又稚苗その他の植物の根を食害する。
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fj・って旭川地方の苗画でエゾマッ・トドマツの稚苗が害されたことがおる。 

食害部は主に鬚根で,被害苗の多くは枯死するが,例へ枯死を脫れても著しく 

發育が害せられる。

天 敵 シホヤアプは本蟲を捕食すえこと多く,又ムクドリ・コムクドリ 

も幼蟲を食する。

防除法

1•每年この害蟲の發生する苗兩では播種:前に石灰’空素を10アール當り!00 
旺位を耕锄せる床面に撒布し,淺く苦土するのが有効である。石灰空素は右授 

質の分解を怩し,肥料ともな3ので.一擧兩得である〇

2•除蟲菊石鹼液等の乳劑を'灌注すれば幼蟲は地上に這ひ出づる故,これを 

捕殺する。

3.苗床に飛來する成蟲を捕蟲網等で捕殺し,產卵を未然に防止するを耍 

する。

4:苗両の周圍に烏巢箱を架設しコムイドリ・ムクドリ等の,烏類を誘致する

を可とする。
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4. エンマコホロギ Grylltts initratus Burmeister 
直翅目 コホロギ科

形 態雌は背面黑褐色,下面灰福色,顔面より複眼の周圍まで黄色を呈 

',後頭部は光澤ある黑色。前胸部兩側に楔狀のを黄紋具ふ。前翅は油質の光澤 

ある暗福色なるも恨側に位する部は灰褐色を呈する。後翅は灰白色を呈し,內 

幻 り外緣に至るに從ひ黃羯色に變する。腹部尾端に4本の接合より成る產卵 

管を只ふ。間長25mm內外。雄は雌より少しく小形,產卵管セ缺き,前翅の翅脈 

は波狀を呈し,基部より約:-の部に從i狀部,その前方に硬質部を存する。牍長 

22mm內外。卵は長村舛形,灰白色で少しく無曲する。

加害植物 苗|巾］の各種稚苗の外,梨・桃等の果樹苗木,アワ•ヒエ•ソバ.マ 

メ類等。

經過習性 年1囘の發生で卵熊で越冬し,翌年6月頃から橢化する。離化當 

時は3mm大の無翅の幼蟲であるが,6囘脫皮を行ふ頃から翅芽を生じ旌卵管 

も伸長し始める。S囘の脫皮後8—9月に亙り成蟲が出現する。10月より11月に 

雌は產卵管を土中に挿入して産卵する。成蟲は日中は石下.非叢・塵芥下等に棲 

息し,夜間I血上に現はれ稚苗の莖葉を食害する。

曾ってトドマツ.エゾマツの1—2年生苗木が,この食害により多數枯死した 

ことがある。

防除法

1. 播種床の敷薬は此の害蟲の蛰伏箇所となり被害を誘發する故,除去する 

必要がある。

2. 空叭のロを撅げ,之の中にネ古草をつめ,南瓜.茄子.胡瓜等の屑を入れ誘 

致するのが破も有効である。

3. 燈火に集る性質があるから,夜間薬等燃し誘殺する。

4. 南瓜の截片にネコイラズを塗抹して床面の處々にtaき毒殺する。



5.ケ ラ Gryllotalpa africana Palisot de Beauvois 
直翅目・ケ ラ 科

形 態成蟲は備茶剤色,前脚は掌狀に發達して土を堀るに適する。前二］ 

は稽卵形を呈し大きく,頭部は比較的小さい。前翅は革zq・で短小,後翅ば34 
三角形を呈し廣いび步行の際は背上に畦み足狀をなして突出する。腹部の:海; 

節には2個の剛毛狀突起を其へる。罷長30n】m。卵は枪四形で長徑2.4mm, /

ケ ラ

第67圖

卵當時は無色透明であるカ:,數日後には乳由色と 

なる。幼蟲は形態略々成蟲と同樣であるが小形で芝 

が不完全,全俺灰楊色を呈する。

經過習性 年1囘の發生で幼蟲態で越冬し5月上 

旬頃から成蟲となる。雌は地下］5cm內外の所に"• 

附形の土窩を營み,その中に100粒より200粒を注 

卵する。卵は3週間より1箇月內外で炳化し幼蟲ミ: 

發生・する。泓潤地を好み,土中に孔道を穿って生活 

するため,土壤を隆起せしめて苗木を拔出し,又通 

路に存する根部を嚙食して枯死さすことがある。

天 敵 'チネズミ・モグラ・ハネカクシ・オサ

ムシ類はケラを捕食する。病原菌では硬化病菌•黑狙病菌が寄生する〇

防除法

1. 両地の排水を良好にし,適度に土壊の乾燥を圖ることは本被害の漁防上 

肝要である。

2. 馬糞・枝葉.薬等を苗岡の所に埋め布で役ふ時は,ケラは此處に集まる故 

之等を捕殺する。

3. 早朝土を盛り上げてる箇所を檢して捕殺し,又春夏の頃巢を掘り出し內 

部の卵子或は幼蟲を潰殺する〇
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4. ケラの通路に瓶又は空繚を埋め置き之に壓落させる。

5. 馬鈴署を煮て擦り潰し,斐粉を交ぜて搜ね之に亞砒酸を混じて毒圏子を 

作り,ケラの通路に置いて誘段する。

第XIII章 昆蟲以外の有害下等動物

第1節 ダ ニ 類. .

ダ=類は蛛形網.ダ二目に屬する微小な動物で,樹木に冇吿なのは主にハダ

ュとコブダニの種類である。 •

1.タウ匕ノハダニ Tetranychus sp.

形 態 成蟲は桁間形で赤禍色,股長0.2mm內外。借の略々中央にある1 

侦溝により前間•部と後憶部の2部に區分されてゐる。般側及び中央部には不規 

則な黒斑を有し,灰色の剛毛を散生する。4双の脚は5節より成る。卵は稍入 

扁平な球形,帶黄白色であるが後祸色となる。幼蟲は殆んど間形で帶黃白色, 

脚の3對なると小形なるとこにより成閥と區別さ 

れる〇

加害植物エゾマッ,タウヒ。

經過習性 經過は明かでないが7月頃から夥し 

く發生し,盛夏の候には卵子から成牍に至る各熊 

を認め得る。雌は成化後程なく極めて細い糸を吐 

いて針集の裏面に網を張り,その中に生活、して產 

卯し,又網中に存する葉の葉肉內に口・吻を挿して 

衣液を吸收する。莱が枯稿すれば他に移動し又網 

を張って加害する。卵子は葉柄の附近或は粗皮の
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間隙等に集合して產下される。

被害關係數年生の幼苗に被害が多い。幼眼亞成銀成備共に葉裏から羡 

液を吸收するが,この加害部は黄色に變じ遂には枯死する。又被吿の甚だしい 

際には全樹償の枯死を招くことがある。

防除法

1.被害が小面積の際には,ニガキ或は煙草の浸出液を灌注するのが有効:?

ある。 •

2•遼日晴天の早朝,露の乾かぬ內に疏黃の紛末を撒布し,或は之に同川:の 

石灰と明我を混利し,百倍の水を加へて灌注する。

3.石灰硫黃合劑のボウメー 0.8度のものを撒布するのもイj•効である。

2•ヤチダモノコブダニEriophyes sp.

形 態 甚だ微細で成閥の股長0.16mm,幅0.04mm。雄はこれより稍・

第69圖

市チグモノコブグニ 

(X300)

小形。略々紡錘形を呈し白色乃至褐色。胸部の昔街 

にはliil味を帶びた三角形の背甲を右し,その表而に 

不鮮明な縱線がある。背甲の頂點には額刺毛,後株 

にある2痛起からは夫々1本の刺毛を生ずる。5の 

關節から成る2對の脚を有し,第5關節には1個の 

釣と羽狀の刺毛と共に他に2本の刺毛を具へる。

加害植物ヤチダモ。

經過習性 經過は明かでないが7月中旬から8月 

上旬にかけて最も多く繁殖する。幼慨•亞成體.腴 

船共にヤチダモの新芽に寄生し口吻を挿して養液え 

吸收するが,この刺戟によって1種の蟲瘻を生す 

る。蟲獲は海綿狀で通常綠色を呈し,その中に多&

' •ハ"*"''' f

ヽ
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の小葉を混生するものもある。

蟲瘻を生じた苗木の枝葉は淅次に枯稿す 

るが揪瘻のみは永く綠色を呈して生育す 

る。しかし遂には黑色となり,それと共に

全紺體の枯死を來す。

防除法

1.蟲瘻の發育した被害樹苗は拔取って
第70圖

統却する。 、 被害ヤチダモ稚苗に生ぜる蟲痿

2- 6. 7月に硫黄炫蒸を行ふもの冇効と考へられる。

第2節線 蟲 類 !

線蟲類(ネマトーダ)は間形動物門の中の線蟲網に風する動物群で,自由 

生活を彗むものと寄生生活種:があるが,植物に有害なのは寄生生’活種で殊に

TylenchusやHeterodea屬の稲類は根或は葉に寄生し結節を作り,植物に冇吿な

ものが少くない。

我が國で森林樹木に寄生する種類に就いて明かにせられたものは極めて選少

である〇北海道に於てはエゾマッセンチュウTylenchus pratcnsis de Manが,エ 

,
ゾマツ稚苗の根を害することが知られてゐる。

本種はエゾマツ稚苗の幼根に多數容生して樹液を吸收するため,被害苗は漸

次衰へ,葉は黄色或は赤褐色に變じ遂には枯死する。集色を變じた被害苗を拔 

取って根毛を指で挾み手元に引く時は,皮部は容易に木質部から離脫し,根毛 

の先端の白色を呈する成長點には線蟲が頭部を穿入して梱液を吸收するのが認
-

められる。本蟲の最も多く分布するのは地麥下2乃至4cmの箇所で,一般に 

濕潤で輕鬆な土壤に最も良く繁殖し,植物の被害も多い。
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防除法

1. 被害苗は拔取って焼却する。

2. クロールビクリン又は同乳削を土壤に注入するのも有効である。

3. 被害地では被害の虞なき樹種で2-3年間輪作を行ふ必要がある。

〔終〕
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